
昭和26年9月4日第3極郵便物認可昭和48年9月'0日発行(毎月1回1O日発行）

RINGYOGIJUTSU ■1973/NO378．

ﾛ

日本林業技術協会



キヤノンワフミクロン光学カミ

日本の自然環境を画像解析しますも
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環境保護の問題が世界的な課題であるいま…･･・・
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試験所など、日本の国土を護る各方面の研究機関

からのご要望に応え期待されています。
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＠造園木の手引
中平幸助・染郷正孝共著
A5･P230.¥2,000･〒140

小社は既に｢さし木の理論と笑際」
を刊行し、絶大な支援を得てきた
が、新たにつぎ木．とり木に関す
る著書の要望も極めて強く、ここ
に最高の著者を得て、本書は実現
された。経験豊富な著者が自ら認
めた多くの図譜や写真を配し、ず
ぶの素人から専門肌の技術者まで
輻広L､層に及ぶ学術・実務・趣味
の手引書である。

、認踊樹木の利用と設計･管理
東堂行雄箸

A5･P260･¥2,000･〒140
環境問題は今や社会の急務として
万民の耳目を頒しつつある。かか
る情況にあって期界の老舗である
小社は、他に見られぬ平易でなお
かつ尖鋭な理論なも､し実践の醤を
数多く刊行してきた。本番は環境
緑花の現場に従事し、成功あるい
は失敗してきなことの立体的批判
を自ら知悉した著者カミ大衆にわ
かりやすく説きあらわしている。
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■第12回藤岡光長賞受賞業績紹介

マヅを枯らす線虫

マツノザイセンチュウ

その記録をたどると60年あまり前にもさかのぼるこ

とができ，そして昭和20年以後はあ↓､つぐ大発生の波

で，わが国における森林病虫害としては他に類を忠ない

大きな被害をもたらしてきたマツ類の枯損問題は，まつ

くい虫からマツノザイセンチュウヘと脱皮して一歩解決

へと近づいた。被害は今なお大きく，林業上の障害とし

てはもちろん，環境問題などとも関連してその与える影

響は深刻なものがある。この古くて新しい問題に対して

は，いま線虫と昆虫との共生関係という自然のたくみな

仕組承を解きあかしながら,解決への道をすすんでいる。

叢つくい虫研究から，マツ衰弱要因の究明へ，そして

マツノザイセンチニウの発見にいたる経過については，

いくつかの報告や解説を承ることができる。また本誌に

もすでに徳重氏による詳しい総説がある。ここでば，マ

ツノザイセンチュウ発見にはじまる，その後の研究のす

すゑを追いながら，マツノザイセンチニウを真犯人とす

るマツ枯損の現象を象ていくことにする。

マツノザイセンチュウの発見

まつくい虫の被害といわれてきたマツの枯死は，それ

一堂で健康に育っていたマツが，夏のある時期突然枯れる

その速度の急なことと，全身症状的なところが特徴であ

る。マツの異常は，まず松脂分泌圧の低下，つまりまつ

やにが出なくなることではじまり，針葉からの蒸散の停

止が続き，やがて材の水分が失われて完全な枯死，とい

･う経過をたどる。まつやにがでなくなってから，針葉の

jしおれがはっきりするまでわずか1か月足らずであり，

その後まもなくマツは真っ赤になって枯れてしまう。マ

ツのこのような枯れ方から，それが水分通導機能の障害

によるもので，植物病理学でいう萎凋病（しおれ病）に

あたることに注目したこの方面の研究者は，このしおれ

,の原因，つ叢り病原菌を承つける仕事にとりかかった。

求熟ややすはる

真宮靖治
（林業試験場保護部）

今…塑一'

図－1マツノマダラカミキリの体からとりだした

マツノザイセンチュウ耐久型幼虫

数多くの被害木から病原菌の検出が試承られた。結果は

おもわしくなかった。このような時，被害木の材から糸

状菌の分離を続けていた林業試験場九州支場の徳重，清

原両氏はふとしたきっかけで，シャーレの中の材からと

り出されたかびの上に盛んに繁殖している線虫を承つけ

た。これがマツノザイセンチュウの発見であった。この

線虫が，菌の分離のために用いた材片の中にもともとい

たものと見当をつけた両氏は，つぎはまつくい虫被害木

をきり倒して，そのいろいろな部分の材から直接線虫の

分離を行なった。線虫は根や幹や枝や，それこそ上から

下までどの部分をとっても材の中に多数象つかった。単

一の種類の線虫がこれほど多く，枯れたマツの材の中に

ひろがっているということから，マツが枯れることと，

線虫が材の中で繁殖するということと，なにかつながり

のある現象ではないだろうかと考えられた。両氏は九州

全域のまつくい虫被害地から材料をとってきてしらべ

た。その結果，どの場所からとった被害木からもこの線

虫の存在がたしかめられた。九州だけでなく，四国，中

国，近畿地方，房総半島のまつくい虫激害地でも同様な

ことがあいついで確認された。ここにおいて，この線虫

と，枯れたマツ，それもいわゆるまつくい虫被害木との

密接な関係が誰の目にも明らかとなった。

このようにして象つかった線虫は新種であったので，

学名をB"'s"ﾙ恥泥ch"s贈れ”"sとして記載，報告さ

れ，和名はマツノザイセンチュウと名づけられた。この

－1－



ろ，自然条件のもとでお‘こってL,るあの激烈な病状の進

展とまったく同じ経過をたどって縮れた。線虫の接種を

うけたマツば，接種後2週間たらずで早くも松脂分泌量

が激減し，20日目ころには針葉からの蒸散がとまり，や

がて針葉のしおれ，変色，材の乾燥と，自然での発病と
同じ水分欠乏の症状をしぬしながら2カ月後には完全に

枯れてしまった。枯れた木にはマツノザイセソチュウが

繁殖していた。ひきつづき九州以外の地で追試が行なわ

れたが，結果は同じであった。20年，30年とたった壮齢

木も，10年前後の幼齢木も，そして2，3年生の苗木で
も，線虫を接種すれば同じように枯れることがたしかめ

線虫は体長1mm前後の細長し､体で，口針をもち，植物

寄生線虫と同じグループ（目）に椎いっている。しかし，

マツノザイセンチュウと同じアフェレンコイデス科に属

している他の仲間には，植物に寄生して害をあたえるこ

とがはっきりしているものもいくつかあることが知られ

ているが，大部分の線虫はかびをえさとしており，植物

に害を与えるものではない。また，樹木につく穿孔虫類

のすゑかで，虫の食べかすやふんに，あるいは周辺の材

の中にはびこるかびをたべて繁殖し，時期がくると虫に

よって新しい場所に運んでもらうといった穿孔虫と深い

関係をもった線虫が多いのもこの科の特徴である。マツ

■

ノザイセンチュウもかびを食べ物としており，人工的に

かびの上で大量に培養することができる。えさとなるか

びの種顔も多く，枯れたマツの材から普通に検出できる

青変菌やその他いろいろな糸状菌で増殖することがたし

かめられている。

樹木の材，木質部でこれほど数多くふえて，樹体内広

く分布する線虫の存在は，世界的にゑても従来記録がな

く，線虫学的にもまったく新しい知見を加えることにな

った。マツノザイセンチュウの発見は，マツの枯損に関

連したその後の研究のまさに原点であって，その功績は

これをたたえて，たたえすぎることはない。

られた。

マツの樹体内で線虫はどこにいて，どのように活動し

ているのか。線虫の接種によって枯れた木，あるいば自

然感染による枯死木などの材片をとって，組織解剖学的

にしらべたところ，線虫はきまって樹脂道にいることが

はっきりした。そして，樹脂道をかこむ樹脂細胞（エピ

セリウム細胞）はほとんど破壊されていた。垂直樹脂道

と水平樹脂道は互いに交差しながら材の中を網目状にひ

ろがっている。線虫はこのような樹脂道を通路として，

根，幹，枝の中を上下，左右，自由に移動できる。材の

主要構成要素である仮道管は，細胞膜があつくて線虫が

これをつき破ることは不可能であろう。また仮道管どう

しをつなぐ膜孔も小さすぎて線虫は通れない。､とする

と，やはり材の中での線虫の移動や生活は，樹脂道でと

いうことになる。線虫はそこで何を食べているのだろう

か。この問題の正解は，線虫が樹体内にはいりこむとな

ぜ木が枯れるかという根本的な疑問を解きあかすかぎと

もなることであるが，残念ながら今のところまだ答えは

でていないのであるが，考えられることの一つは，線虫

はそこでやはりかびをえさにしているだろうということ

である。たしかに，爆発的に線虫力澗体内でふえる時期

でば,そう考えるのが妥当である｡事実,衰弱がすすみ，
幹の水分の減少が目立つころには，材の中にはいろいろ

な種類のかびが住みついて繁殖している。線虫は食物に

は不自由しない。問題は，線虫が樹体内に侵入してまも

ない時期，わずか10～15日たらずの間にマツの生理的

異常がおこる，その時期の線虫の行動とマツ樹体の反応

である。前にものべたように，マツノザイセンチュウは

同じグループの他の線虫の例から承て，植物寄生線虫で

ばない。植物の生きた細胞から養分をとるという生活様

式はまだ確認されていない。では，生きた柔細胞である

樹脂細胞の破壊は線虫の存在と直接には結びつかないの

だろうか。線虫の食害→樹脂細胞の破壊→松脂分泌機能

の障害→松脂浸出停止→水分通導阻害→し鯖れ→乾き→

邸

,】一
一

マツノザイセンチュウの加害性

マツノザイセソチニウが材の中でふえていることとマ

ツが枯れる現象とはどのようにむすびつくか，という問

題はマツの衰弱の原因を追求していた研究者にとって最

大の関心事となった。はじめは，この線虫がかびでふえ

るという事実，そしてもともと植物寄生線虫ではないこ

とから，マツを加害するものとしては考えられそうもな

かった。材の中での繁殖ば，マツが衰弱した結果とされ

たのである。

病気の症状を呈した植物体からある特定の生物を検出

した場合，これを人工的にふやしてから健全な植物の体

に入れこんで(接種)，もとのと同じ症状の病気をおこさ

せることができるかどうかをたしかめる。そして，それ

からふたたび人為的に入れこんだもの（接種源）と同じ

生物が分離される。植物病理学でばもっとも基本的な原

則とされていることだが，このような手続きをへて確認

されたのち，はじめてその生物（病原体）の病気をおこ

す力（病原性）が認められるのである。清原。徳重両氏

はマツノザイセンチュウについて，この原則にしたがっ

て接種実験を行なった。それはまことに驚くべき結果を

もたらした。マツが枯れたのである。16～20年生のアカ

マツ，クロマツにマツノザイセンチュウを接種したとこ

烏
■

＝

血
可
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図－2垂直樹脂道内のマツノザイセンチュウ（ア

カマツの幹の横断面)。樹脂細胞が消失し

て，線虫が充満している。

枯死，といった図式をえがく出発点として，線虫の本当

の役割を知りたい。今はまだ，マツノザイセンテニウが

マツの生きた細胞に直接寄生するという観察も，実験的

証明もない。今後の大きな課題である。マツが衰弱する

原因の説明としては，マツノザイセンチュウの寄生性の

有無のぼかにも，たとえば線虫が何かさらに微小な病原

性のある生物（-マイコプラズマなど）を媒介していると

いう可能性も否定できない。しかし，この点に関しては

現在の知識でばまったく推測の域をでない。マツが枯れ

るメカニズムをはっきりさせるうえでば，結果としての

樹体の生理異常のすす象についても,-1-分な説明が必要

だろう。松脂がでなくなったら，なぜ水分通蝉が阻害さ

れるのかといった問題は，生理学の専門家の手にゆだね

なければならない。

マツノザイセンチュウがどのような経過をへてマツを

枯らすにいたるのか，その作朋の根本的なところ臆まだ

わかっていないが，とにかく，線虫が樹体の中に鍬いり

こめばその木は梢れるということが確実となった。

マツノザイセンチュウの伝播

マツノザイーヒンチニウがマツを枯らす真犯人であるこ

とがわかって，当然つぎに問題となるのは線虫の伝播で

ある。この線虫は同じグループに属する他の多くの線虫

の例からゑて，その生活環に臆昆虫と深､､関係をもつ時

期のあることがはじめから予想されたので，粘れたマツ

についている虫，つ童りまつくい虫が片っ端からしらべ

られていった。ねらし､は運び屋としての役割を果たして

いる虫で，体にマツノザイセンチニウをもっているかど

うかが徹底的にしらべられた。何千という虫を1頭，1

頭丹念にしらべた結果，マツノマダラカミキリがもっと

も重要な，ほとんど唯一といっていい伝揺者であること

がつきとめられた。同じカミキリムシ科の仲間であるム

ナクポサピカミキリ，ヒケナガモモブトカミキリなど7

種についても，その体にマツノザイセンチュウがみつか

っているが，いずれも虫そのものの個体数が少ないと

か，体についている線虫の数が少ないなどの点で運び屋

としての働きは小さい。童つくい虫の激害林で，マツ枯

死木から羽化脱出したマツノマダラカミキリは，そのほ

とんどが体にマツノザイセンチニウをつけていて，ある

林の例ではマツノマダラカミキリ1頭あたり平均1万5

千頭，最高20万頭であった。

マツノマダラカミキリを病原体の伝辮者として考える

時，マツが枯れる経過嫁マツノマダラカミキリの生態一

生活史ときわめてよく対応することがわかった。前年に

感染，発病して枯れたマツの木から多数のマツノザイセ

ンチニウを体にもってとびだしてきたマツノマダラカミ

キリは，健康なマツの木の小枝をつぎつぎとかじる。こ

の後食の際線虫は虫の体をはなれてマツの枝へ移り，

虫のかじった傷口から樹体の中へと侵入する。これを病

気の感染とすると，感染の時期はマツノマダラカミキリ

の後食朧期つまり6～7月ということになる。こうして

マツノザイセンチュウの侵入（＝感染）をうけたマツは

7月から8月にかけてつぎつぎと異常になっていく。ま

だこのころは針葉は青灸としていて外観的にはその異常

がわからない。しかし，内部では松脂の分泌がとまると

いうはっきりした徴候がでている。また，針葉の蒸散が

にぶりはじめている。言ツノマダラカミキリは，このよ

うに外見ばまったく健康に蕊えても，すでに異常のあら

われた木を探しあててその幹や枝に産卵する。8月のな

かばをすぎるとこれらの木で催，針葉のしおれが目につ

くようになり，まもなく色が変わって10月ころまでに

は枯れてしまう。マツノザイセンチニウの侵入をうけて

から後の病気のすす象は，人工的な線虫の接種の時刻を

マツノマダラカミキリによる自然感染の時期と一致させ

た場合にゑられる病状進展の時間的経過とよく重なりあ

う。

マツの樹体内に侵入したマツノザイセンチニウは，ま

だそこのところがよくわかっていなし､，なんらかの害作

用を-マツにおよぼし樹体の生理を異常にする。線虫がか

なり早い時期に樹体の中を広く移動しているらしいこと

がしめされているが，しかし爆発的にふえて，それこそ

樹体のどの部分にもたくさんの線虫がいるという状態

ほ，マツが外見上もかなりばっきり異常をしめすころ，

つきり8月中旬以後のことである。材片19中に1万頭

以上もの線虫がいて，1本の木の全体となると莫大な数

である。マツノザイセンチニウをかびでふやすと，卵か

－3－



るころにはそのまわりに何万という第3期幼虫の集合が

承られる。春おそくマツノマダラカミキリの幼虫が鋪に

なるころ，まわりに集まった第3期幼虫はその場所で脱

皮して耐久型幼虫とよばれているステージへとすすむ。

この耐久型幼虫は虫の体にとりついて新しい場所へ運ば

れるのに都合いいようにできた形態や，いろいろな特徴

ある性質，たとえば，体の表面は粘着性の物質でおおわ

れていて物にくっつきやすいなど，をもっていて興味深

い。材から鯆室の壁にでてきた耐久型幼虫は，壁面の少
しでも突きでているところ，たとえば，材のささくれた

部分の先端や,かびの子実体の突起部分などにのぼって，

そこで多数の線虫がかたまりになって波うつようにゆれ

ている。‐マツノマダラカミキリの鋪が羽化して脱皮殻を

脱ぎすてると耐久型幼虫は虫の体にとりつく。羽化した

ばかりの成虫にとりついた耐久型幼虫は気門から体の中

へとはいりこみ，気管の中にぎっしりとつ震る。気管以

外の場所，たとえば体腔や消化器官，生殖器官などには
いっさいはいらな↓､。マツの枝に運ばれた耐久型幼虫は

そこで脱皮して成虫となる。
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マツを枯らす真犯人のマツノザイセンチニウ，それを

運ぶマツノマダラカミキリ，この両者はマツという共通

のすみかをめぐって，実にたくみな共生関係でむすばれ
ている。枯死木からマツノマダラカミキリとともにとび

だして健全なマツへ運ばれたマツノザイセンチュウは，

マツを弱らせることでその伝播者のために産卵の場所を

用意してやる。マツの木で繁殖した線虫と虫は翌年ふた

たびお互いの協力で生活の場をもとめてひろがってい

く。この自然界の絶妙なコンビがマツを枯らしてきたの

だ。いまわれわればその仕組みを知った。これからは伝

播者の生態をもっときわめることで被害のひろがりを疫

病学的な観点からとらえてこれをおさえ，マツを枯らす

真犯人マツノザイセンチュウの本当の働きをはっきりさ
せることで病気の原因をたっていかなければならない。

図－3マツノマダヲカミキリ頭部の気管内のマツ

ノザイセンチュウ耐久型幼虫（遠田原図）

らかえった幼虫が成虫になり，そして卵をうゑだすまで

わずか5日間という早さである。このスピードがあれば

マツの材の中での繁殖も納得できる。木が紬れてから時

間がたつとともに，材の中の線虫はある特定の発育ステ

ージにうつっていき，やがてそのステージの線虫だけと

､､うことになる。このステージは一応第3期幼虫に相当

しているが，線虫の形態とかその他の性質などは，普通

に増殖している時の第3期幼虫とははっきり遮ってい

る。一種の環境耐性をもったステージと考えることがで

きる。おそらく枯れた木で材の乾燥などの悪条件にたえ

るために都合よくできた生態であろう。

材の中で線虫はそこここにできたマツノマダラカミキ

リ幼虫の孔道のまわりに集まりはじめ，春，蛎室ができ
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■第12回藤岡光長賞奨励賞受賞業績紹介

おける製材業の経営をめぐって北海道に

たしょうきち

田昭吉

海道立林産試験場）材試験科

か童

鎌
此
喫

⑪

■

＝ 展した。北海道においても，その余波を数カ月おくれで

かぶり，業界は近年まれに承る景気をあじわったことは

事実である。今年も住宅需要は引きつづき根強いと承ら

れ，原木価絡は活発な引合いにより続騰し，目下〃原木

高の製品高〃の市況にあるが，これも年内には落着きを

とりもどすものと承られている。

この時こそ，製材業の真の立て直しの最も好機という

ことを認識する必要があろう。しからぱ，このような情

勢のもとに安定した成長をとげるためには，いかなる道

があるか，その探索の手がかりを見いだす意味合いにお

いて，ここで製材業の現況と当面するこれからの課題に

ついてふれて染たい。

北海道の製材工業は，明治5年米国から製材機械を輸

入して以来，幾多の変遷をへながらも，盤かな森林資源

にめぐまれて，当初からかなり広域の需要を対象とする

企業的性格をもって今日に至っている点で，本州とは異

なった展開をとげてきた。製材用原木に限っていえば，

国・道有林材が常に全体の70％以上を占め，その伐採

動向がただちに製材工業の盛溌を左右してきたといって

も過言ではない。

昭和29年洞爺丸台風による約3千万1n3におよぶ風倒

木を急速に処理するために，製材設備の拡大がおこなわ

れ，一応の成果を上げたが，その後，森林資源の枯渇が

目立ちはじめ，原木の量的な減少に加えて質的な低下を

きたし，原木独得のための過当競争をひきおこした。い

わゆる〃原木高の製品安〃といわれる低迷状態が10余

年の長きにわたって続いた。

昭和42年から，北海道製材工業組合・業界．関係官

庁の協力のもとに，過剰設備整理による過当競争の排除

を主目的とする｢製材業椴造改善事業｣が実施に移され，

相当の進展を離せたが，その成果は必ずしも満足すべき

ものとばいいがたい。このため引きつづき中小企業近代

化促進法の特定業種の指定をうけて，第2次樵造改善事

業が47～51年度の5カ年間にわたりさらに強力に実施

されることになった。

この間，典型的な内陸資源立地工業であった本道製材

業にも，外材の輸入増によって，本州地域の内陸製材業

が経験したと同様の影響をうけつつあり，さらに展開の

基雛であった林業生産が木材の需要拡大基調のなかで減

少しているなど，独自の問題が生じて来ている。

全国的なすう勢として，原木供給麓ほここ数年間伸び

悩承の状態にあり，これが昨年，個人住宅投資需要の盛

りあがりから，需給のバランスを失い，木材価格の急脇

を惹起し，卸売物価上昇の元凶として社会問題にまで発

製材工場の生産規模

北海道製材業を全国との対比で承ると，表－1，2のと

おりである。これによれば道内業界は46年度，工場数

でば全国の4.0％，生産量で7.5％を占め，1工場当た

り出力数は全国の48Kwに対し道内は77Kwll工場当

たり生産量は全国の1.7千rn3に対し道内は3.2千Xn3と

全国を上回っている。出力規模別の工場数は,7.5～22.5

Kwで道内6.3%・全国32.6%,22.5～37.5Kwで道内

14.0％・全国26.8％，37.5～75.0Kwで道内38.6%･

全国26.0%,75Kw以上で道内が41.1%・全国14.6%

と，道内工場朧規模の大きい階層に片寄るなど，すべて

の而で優位にある。（表－1，2）

道内の製材品需要催，昨年来道内市場の需給逼迫によ

る移出材の大幅減退から北海道市場のなかで完結，本州

製材業との競合関係はないが，問題は本道製材業内での‘

競争の激化である。とくに外材の増加にともない一部内

陸既存工場の臨海部進出と，臨海部および都市部工場が

外材依存率を急速に高めたため，40年外材消費工場24

工場（うち専門工場4）が47年には79工場（うち専門

＝

9

『

匂
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て真剣に考えられ，その前提としてまず工場のスクヲッ表－1 全国と北海道製材業の比較

プ．アンド・ピルド方式が実施された。 これが構造改善
薑清一筵皇l40145146147

北海道2M;;"::::i24｡:;;",全鬮24,8032職'24,鰯“’工場数

出力数北海道70別75
（千Kw)全国81911,12511,158

1工場当たり北海道557277
出力数(Kw)全国33146148

非‘“製材生産量北海道2,8ﾕ73，1673，]2
（千m3)全国33,275142,127141,80

割謡割｡‘生，工場北海道2．
誉当たり全国，．
』』．

；
へ

到割；
千千Kw北海道
㎡当たり全国
一

表－2製材出力階層別工場数の比較構成比

事業である。

これの実施計画を作成するにあ

を見いだすべく，北海道立林産試

研究機関という立場から，中l淵試

韮本的な指金I成するにあたって，

験場では地方公設試験

験工場における劇二産技

術データを埜礎として，製秘工場のあり方として，どの

ような形態・規模・生産内容のものが望ましいか，実践

面からの追求力;試承られたのである。
、

すなわち，生産規模を決定づけるものとして，5ものとして，主力製

:自動送材車式帯のこ

年間原木消澱鐘7,200

材機械の組合せを6種，股小規桃

盤1台・テーブル式帯のこ盤1台・

㎡～最大規模：自動送材車式帯の
b

自動送材車式帯のこ盤3台・テーブル式

帯のこ盤3台・年間原木消我趾21,000㎡をとりあげ，

おのについて運搬工程

人力依存型から高度に

一

それらのおのお
％

や送材方式を

霧 |､ 降灘撫菓瀞'職
7．5～22.5

Kw未満

11．422．245‘421．1
46．326．819．77．2

7．315．237．540．0

33．127．325．913.8

1‘鑑強：齢撫

機砿化されたものまで,全部で32の

モデルを作成した。さらにコスト計

算をおこない併行して経済的要因の

変化が収益性に及ぼす影響を明らか

にした。これによると，生産規模が

大なるほど，労働生産性が高くなる

ほど収益性が増大することが認めら

れたものの，操業度の高低による影

響の方がよりまさるということが明

瞭となった。（図－1）

数

’
100.0

100.0
1,272
24,803

1,022
24,546

979

24,199

40年度

100.0

100.045年度
-

46年度
100.0

100.0

|”，’’
100.0

’
4.7

獅隼塵|圭噌’
13．4945 43．2

23）となるに至った。かかる外材工場の消喪量拡大臆外

材製品市場圏の形成を有利にし，大量生産方式による大

量販売によって，既存の道産材製材市場を蚕食するに至

ったのである。

一方，内陸製材業は，その多くが過疎化が進む農山村

に立地し，労働力の不足と質的低下，賃金の上昇という

内部的問題をかかえ，加えて原木価格の高騰という条件

下にあるため，このままで腱外材工場との競争は非常に

苦しいものがある。この問題は，内陸工場では道内の規

模が全国にくらべて大型であるとはいうものの，なお資

源的制約からおのずから一定の限界があり，それをこえ

れば集材輸送費の上昇という壁に直面するのに対して，

臨海あるいは都市部に立地する外材工場でば，こうした

大型化を制約する要因が認められないことから，いっそ

う深刻な意味をもつものである。

こうした現実を踏まえて，製材業が企業として成長を

続けていくための手段として，機械力の導入による生産

性の向上とか企業合同あるいは経営活動の部分的協業や

協力関係を強化するといったことが業界全体の懸案とし

ともあれ，構造改善の実施計画によれば，労働生産性

の目標として従業員1人当たり原木消擬鐙は，約900㎡／

年間で，現水準の約3倍を要求しており，その達成の道

ybl、
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図－1工場生産規模や生産性と収益性の関係
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は非常にきびしいと‘いわざるをえない。また，この実施

を通じてさらに数百工場の整備がおこなわれることとな

り，業界ことに個灸の企業者に与える影瀞はきわめてシ

ビアなものがあると予想されるが，本道製材業が工業と

して，さらには木材総合工業として成長していくための

さけられない必然的な道程であることを認識して，業界

自ら意欲をもって推進する必要があろう。

内陸製材工場における生産性

ここでは，国産材を対象とする内陸工場における生産

性改善のための問題として，製材機械のことにふれて承

たい･

現在，比較的安定した生産と経営を続けている内陸工

場の多くは,多種少量生産方式で国産材の特色を生かし，

地場や特定の需要に対する注文挽きあるいはナラに代表

される吋材の輸出などをおこなっているようである。

これとても，臨海工場の多くが生産規模を拡大し，省

力化を主眼とした生産設備の合理化を図っているものと

くらべると，博物館にでも陳列しておくにふさわしいよ

うな古典的な機械設備で旧態依然たる作業をおこなって

いるものが多く，両者の生産規模や原木に差があるにし

ても，その生産性の水準にかなり較差がある。このこと

は，資本の集中・蓄積が不十分であるがゆえに，時代的

進歩に照応した機械設備を導入できないでいることにつ

きようが，ほかの原因の一つに，その生産規模や生産作

業に合致した機械設備が現われてこなかったことであ

る。

現在でも，製材機械の主力は汎用性の高い帯のこ鵬で

)あることには変わりがないが’内陸工場の対象となる国
産材の多くは概して径級が細く，このような製材作業に

おいて機械の生産姓を高めるには，切削時の送材速度を

高め機械操作をリモー1．．コントロールにして省力化を

図ることのほかに，非切削時間を少なくして送材密度を

高めることが重要なことである。一般に，送材車を用い

ておこなう帯のこ製材の場合には，1回送材して挽材す

るごとに送材車を後退させることになり，実際に切削に

要する時間の割合臆，作業時間の30％前後ということ

で，生産性向上にはいわゆる送材密度を高めることが必

要と考えられる。

帯のこ盤の送材密度を高める方法として，両歯滞のこ

を用いて性復挽きする作業方式や2台の帯のこ雛を前後

に接近して並べ，1送りで2ぷちの挽材をおこなうダブ

ル・バンドソーや，1対の帯のこ雛を左右対称に向い合

わせ，その間を送材し1送りで2承ちの挽材をおこなう

ツイン・バンドソー,さらにこの機械を2対直列に配し，

1送りで4ふちの挽材をおこなうクオード・バンドソー

などが開発されている。しかし，これらの多く朧欧米の

直輸入的色合が濃く，いまだ完全に日本向きに改造され

ていないきらいがある。

このほか，欧米で広く使われており，北林産試におい

ても実用化試験に供せられているものであるが，連続送

りで10数枚の鋸で同時切削する堅のこ盤や心持ち角の

1丁採りをねらった小径木専用の2面丸のこ錠（1送り

で2ふち挽材する）などは，帯のこ作業に代わるべき機

械として椎い童だ研究の余地が残されているが，注目す

べき機械である。

一方，北海道の代表的造林樹種カラマツの出材が急速

に伸びている今日，間伐材を多く含む小径材の能率的な

製材方式を開発することが急務である。47年度で，年間

製材生産量1,000m3をこえるカラマツ専門工場は38を

数えるに至っているが，満足すべき機械が開発されてお

らず，従来どおりの作業方式で低い生産性のままとり残

されている。

欧米では，10年ほど前から，背板に相当する部分をカ

ッターで削り落し，製材とチップ化を同時におこなう，

チッパー・プPフィルとかビーバー・マシンとかチップ

-N-ソーなどが比較的低質の小径木の専用機として使わ

れはじめている。もしかすると，日本向けの改造をとも

ないながら，導入される可能性をもっているが，この場

合にはカラマツ造林木などの産地的製材として森林組合

邸業などに適し，製材というよりはむしろチップ専業工

場的な感じになると思われる。しかし，その前に自動送

りテーブル式ダブル・バンドソーや2面丸のこ盤などに

よる簡易な小径木専用の製材生産ラインが現われるので

臆なかろうか．（図－2）

いずれにしても，内陸工場の詞青や樹種・産地の特性

に適した製材機賊の開発を促し，実用化のための技術的

検討と経済性評価を踏まえたうえで，新たに製材機械の

選択と工場計画についての実際的な捻針を提示されるこ

とが望まれているといえよう。

製材工場の適E犀憲

一上述のごとく，外材およびカラマツ造林木の増鰄さら

に原木の形・質の低下などを含む原木供給構造の変化，

鉄道運賃・船運賃などの引上げ，労働力の山村から都市

への流出化などによって，製材業の立地は大きく転換し

ており，従来の産地かいつまでも産地で侭ありえず，原

木供給・製材需要の実態に適合した再編成を迫られて､、

る°個六の企業の近代化・加工の高度化・生産の集中化

などを含めて，これらの変化に対応すべく，道内製材業

－7－



影響されるので，地域別の将来予測データをより精度の

高いものとして，再度検討し直す必要があろう。

成長への道

製材工場の生産内容の特色としては，生産原価櫛成に

おいて原木の占める割合が70％以上に達することで，

他の工業分野における材料没の割合にくらべてきわめて

高いことである。

このため，商業的というより投機的といえる木材取引

きをおこなうための手段として製材をおこない，製材の

うま象は工場経営や生産技術の改善によって得られるも

のではなく，原木と製材の取引きによっての承生ずるも

のという考え方が今でも残っていることは否定できな

い。このような考え方をもつ企莱者のなかには，昨年の

異常な〃製品高〃の景気に酔い，また目下直面している

〃原木高の製品高〃という事態に当惑し，マンネリ的に

工場を運営しているのではあるまいか。

しからぱ，これからより安定した生産と経営を続けて

いくためにはいかなる道があろうか。すでに述べた，複

雑多様な製材中小企業をとりまく環境変化への対応と

か，業界再編成といったことはさておき，生産技術上の

問題にかぎっていえば，結論は単純・明解である。

原木を有効に利用することと生産コストを引き下げる

ことである。いいかえれば，1に高次加工・チップ生産

その他副・廃材利用を含めた製品歩止まりと製品価値を

高めること，2に製材加工作業能率を上げるための努力

を生産面に傾けることである。この成果ほ，遅をたるも

ののようではあるが，確かなる前進が約束される。現

に，地道にひたすら，経営や技術の考究に努められてい

る進歩的な製材工場の前途は明るく，経営も安定してい

るように感じられるのである。

製材経営者・技術者はもとより，林業・木材工業関係

者の，経営や技術の重要性に対する認識を新たにし，一

同の英知を結集して，木材産業のなかで最も国民経済的

比重の高い製材工業の健全な発展の道を切り開かれんこ

とを期待してやまない。

ー

心

一

＝

… ‐・刀‘…輕削＝具拳一二÷

チッパー・プロフィル

伊
凸

ビーバー・マシン

図－2型削り機械

はいま重大な段階に来ている。

このようなことから，北林産試では，巨視的観点から

北海道全体として必要な製材生産能力および工場数の地

域的な適正分布はどうあるべきかについて，リニヤ・プ

戸グラミングの手法を用いて，研究を進めてきた。

北海道を支庁という行政区域により14地域に分割し，

製材品の輸出・移出を含めて全地域の需要を完全に満た

し，そのため必要とする原木が不足する場合には，必要

量を輸入によってまかなうことを前提にして，道内にお

ける製材生産費および原木・製材の輸送費の総合計力撮

小となるような製材工場の配置，地域別製材生産量，地

域間輸送量などを明らかにすることにして，数式モデル

を作成し,EDPSにより最適解を得ている。これによ

ると，北海道全体としては30％の設備過剰で，とくに早

くから開発された道南地域の設備過剰が顕著であった。

ともあれ，適正配置は，外部の条件変化によって大きく

壁

角
凹

◇◇:◇◇◇:◇◇
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1．地すべり災害と発生季節2．地すべり災害の歴史

雪国の春はおそく，東京では上野の桜が満開のころ，地すべり災害は，古い昔から人間の生活をおびやかし

新潟の山里はまだ雪におおわれている。豪雪の年は，4てきたことを，古文書や古老のいい伝えや地割制などの

月から5月にかけて，ようやく雪のあいだから半年ぶり慣習（地すべりにより田畑が移動し，面穣が変化するの

に大地が顔を出し，新緑の芽がふき，山桜が咲きはじめで，測量して再配分する制度）などからも推察すること

る。この季節になると，秋から東京や関西に出稼ぎにいができる。

っていた一家の主人が半年ぶりに帰ってきて，冬期間灯地すべりは，風化しやすい脆弱な地層や造櫛連動によ

の消えていたような艇家に団らんと一家そろっての農作ってできた摺曲繼造，断層，亀裂などによる地質的傷痕

業が始まる。春は，山村民にとって二重にも，三重にもとそれによってできた粘土化しやすい岩石が素因となっ

喜びに満ちている。この一年でいちばん美しく，まちにて，その他の誘因と結合して発生する現象で，したがっ

待った楽しい季節に，皮肉にも地すべりが頻発し，山村て地殻の侵蝕，削剥，風化，平坦化作用の一種と承るこ

民の生活を破壊するばかりか，貴い人命までも奪うといとができる。この点からも人間の生産活動が発展し，山

う，地すべり地帯の住民にとってはのろうべき季節なの腹に農耕を営むようになったころより被害を与えてきた

である。ものと考えられる。新潟県守門村東野名地すべり地にお

4年前，世間の注目を集めた新潟県広神村水沢新田のいては，地すべりがくり返し発生している山腹から弥生

地すべりは，このような季節におこった。4月26日まだ式土器が発掘され，その近くに鹿の角や地すべりによっ

朝食がおわるかおわらないうちに,1kmさきの裏山がて埋没したと思われる大木が地すべりにより露出するこ

一挙に滑動し，巨大な土砂流ば一瞬のうちに山腹をえぐとがある。このほか入広瀬村，小千谷市(首沢)，松之山

りながらおしだし，人家10戸を倒壊埋没し，8名の資町（黒倉）等の地すべり地から縄文式，弥生式の土器が

い人命を奪ってし薑った。発掘されることからも，地すべり災害の歴史は古く，農

このような地すべり災害朧日本のいたるところで古く耕の開始とともに密接な関係がはじまったと推察するこ

から発生してきた。田畑，山林をおし流し，家屋を埋没とができる。

倒壊し，河川を堰止め，人命までも奪い去る惨事がくりしかし，有史時代の古いものは明らかではないが，徳

返し発生してきた。川時代の災害の記録やいい伝えは各地で承ることができ

る。この時代の新潟県の主要な地すべり災害を示すと，

表－1徳川時代の新潟県における地すべり災害

天和時代

亨保時代

宝暦元年

宝暦時代

天明3年

天保3年

万延元年

1681～1683

1716～1735

1751

1751～1763

1783

1830～1834

1860 ’

東頚城郡松之山町

〃牧村

西頚城郡名立町

栃尾市

北魚沼郡守門村

東頚城郡松之山町

刈羽郡高柳町

新山地すべり

神谷地すべり

名立地すべり

中野俣地すべり

東野名地すべり

中尾地すべり

栃ケ原地すべり
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一部落移転

耕地60haが埋没

一部落全戸海中に崩落,死者428名

127戸移転

水田，耕地30ha流出，破間川堰とめられた

一部落壊滅

10数戸が移転



は山崩れに比し，より地質的な現象で，桧定な地質条件

のもとに発生分布している。そのため，地質条件は地す

ぺりの発生機構や運動形態と関係があり，したがって地

すべりの地質的分類と運動形態および発生機構による分

類のあいだにばかなりの關達性が認められる。

地すべりを地質的条件により分類すると，(1)破砕帯地

すべり，(2)第三紀層地すべり，(3)温泉地すべり，の三つ

に分けることができる。

(1)破砕帯地すべり

この地すべりは，中央構造線や糸魚ﾉil-静岡綴などの

断裂線に沿った地域に発生している。潅造線の地帯ほ，

古生層・中生層・結晶片岩の地域が多いので，「中。古

生層地すべり」と呼ぶ人もいるが，中・古生層にかぎら

ず，織造線の形成による岩石の破砕で，第三紀層や花崗

岩や火山岩の上でも，この種の地すべりが発生してい

る。破砕帯地すべりほ，徳島県，高知県の中。古生層地

帯に密集分布しているが，長野県から新潟県の姫川沿い

にも多発している。

(2)第三紀層地すべり

地すべりの大半をこの第三紀層地すべりが占め，「田

毎の月」にみられる特殊な地すべり地形を大規模に形成

する。したがって，農地，山林や人家に与える被害が大

きいが，緩慢な棚行性の運動をなし，急激な崩壊をおこ

すことは少ない特徴をもってい患。

主として内帯に多く分布し，新潟，長野，富山，石

川，山形，秋田等の北陸から東北の裏|ﾖ本の各県や九州

の長崎，佐賀県などに多く分布しているが，外帯の各地

域にもその数は少ないが分布している。

(3)温泉地すべり

温泉作用や硫気作用によって，岩石が特殊な変質をう

けて発生する地すべりであって，昭和29年死者10人の

大惨郡をおこした箱根の早雲山地すべりや昨年話題をよ

んだ妙高地すべりなどはこれに属する。このほか那須火

山，鳥海火山をはじめ各地の火山地帯，温泉地帯に分布

している。

以上，おおまかに地質的に三分類したが，厳密に調査

すると，第三紀層地すべりであっても，火成作用，貫入

作用および造櫛運動により，破砕地すべりの地すべり機

機や運動形態の性格をもあわせもっている地すべりも多

く，さらに詳細に小分類することが必要である。

表－1のとおりであるが，このなかでも宝暦元年，名立

町の海岸近くに発生した地すべりは，夜中一部落全戸が

海中に崩落し，428名の生命を一瞬にして奪った。

また松之山町に紘杢坂と呼ばれる地すべりによってで

きた残丘があるが，昔地すべり災害の恐怖から村民を救

うため，杢兵術が自ら生贄となり，二の坂に埋められた

と語りつがれている。

これと同じように板倉村漣供義寺においては，旅の僧

が地すべりを鎮め，村民の不安を救うため人柱となった

記録があり，僧を葬った祠が今もうけ継がれている。

震た，松之山町中尾部落は，天保時代地すべりが発生

し，部落全戸に壊滅的な被害をあたえた。部落民は一致

団結して復旧工事,防止工事を開始し，渓流にば土堰堤

を築設して，渓床の洗掘低下を防止するとともに，対岸

の硬質頁岩の岩盤を掘りぬき，延長120mもの捷水燧道

を貫通させ，渓床の低下による地すべりの発生を防止し

た。天保時代の土木水準と乏しい寒村の財政力からおし

て，驚異的なすぐれた防止技術を発揮しており，建設礎

材に相異はあるにしても，現在に劣らない工法を130年

以前に創造した部落民の独創的叡智と難工をなしとげた

偉業に目を承はるとともに，いかに地すべり災害が艇民

を苦しめてきたかをあわせ考えることができる。

このように新潟県は地すべり地が多いだけに，地すべ

りにちなんだ伝説や逸話は実に豊富にうけ継がれてい

る。

垂

一

己

3．新潟県の地すべり発生分布状態

地すべりは，主として県中部から西南にかけて密集し

ており，その箇所数と面職は全国屈指となってb,る。新

潟県の地すべり防止区域指定地は，箇所数にして全国の

1/6を占逸，面積においては1/46を占め，全国的にゑ

て圧倒的な多発地帯であることを示している。さらに地

すべり危険地は，地すべり防止区域指定地の箇所数にし

て2．6倍，面積にして2．2倍となっており，新潟県偉い

かに池すべり災害の危険性のある県であるかを示してい

る。

へ
』

●
》

4．地すべりの種類

地すべりと山崩れが混同されていることが多いが，そ

の相異は，第1に運動形態が異なることで，これを土質

力学的にいうならば，土塊のセン断面の形成と破壊にい

たる過程の相違によるものであり，そのため，現象とし

ては山崩れは発生初期より土塊が撰乱状態となって運動

を開始するが，地すべりは，斜面土塊全体が滑勤するよ

うな運動形態で開始することが多い。第2に，地すべり

5．新潟県の地すべりと地質の関係

新潟県の中部から西部にかけての広大な地域に第三紀

層地すべりが密集し，また，西部の富山県境の姫ﾊi沿い

の中・古生層地帯には破砕帯地すべりが分布している。
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表－2新潟県下の第三紀，第四紀層

その他地層名 質’
1

1
1 搭胤|気温I

地質時代 堆穣環境岩

〔一）温

(－）寒冷

第四紀

100万年

砂礫，砂，粘土

砂礫，砂，粘土

シルト岩(砂質頁岩）
細粒砂岩

灰色泥岩(頁岩）
安山岩，凝灰岩

陸上 段丘形成矢代田層

陸上
(入江,潟，湖など1

明石象
天然ガス

灰爪
動物群

魚沼層
一

灰爪層
天
然
ガ

鮮
新
世

1000万年第

浅海～(亜浅海）（－）寒冷

(浅海)～亜浅海（＋）西山層 寒や
寒

や
寺

地 ス

砂岩，頁岩互層
頁 岩

亜浅海～(深海）椎谷層 ⑤
｜
⑤

後
期
中
新
生

向 石
油黒色泥岩(頁岩）

凝灰岩をはさむ

8

ぎ

寺泊層 深海 寒

斜一
一
一

硬 質頁岩
凝灰岩をはさむ

深海（＋）やや寒七谷層

緑色凝灰岩
（砂岩，礫岩）

進浅海～(三角州）I（＋） 海津川層 亜
熱
帯(鳥,三鍋,）緑色凝灰岩

(砂岩，頁岩，礫岩）
炭石岩船層 (＋）

緑色凝灰岩
（砂岩，頁岩）

一

別

期
灰陸上｜（＋）I寒相川層

子一

個

このほか県南部の信機川の上流の第四紀層にも地すべり後平野や頚城平野が造成された。

地が分布している。この隆起と侵蝕により，上層の地層が剥ぎとられて，

第三紀層地すべりは，黒色泥岩や緑色凝灰岩の優勢な泥岩，凝岩および砂岩が露出するのであるが，なぜこれ

地域にもっとも密集的に発生し，この地域は新館三紀屑らの地層に地すべりが多発するのであろうか。

中新世寺泊層，椎谷層に属している。このほか七谷厨，地すべり発生の原因は地質的要因だけではなく，その

西山層および灰爪層の泥岩や砂岩および凝灰岩の上にも他の種盈の素因，誘因が複合して発生するもので，条件

発生している。によっては主要な原因も従属的原因に変化することもあ

これらの第三紀層地すべりの母胎となっている第三紀る。したがって，発生理由を地質的素因だけに求めるこ

層中新世の地層は，いまから約2,000万年前，日本列島とはできないが,原因となっている側面をあげてみよう。

の輪郭がほぼ完成されようとしたとき形成されたもので第三紀層の岩石はそれ以前の中・古生層の岩石より凝

ある。それまでの日本列島は大陸と陸続きであったが， 結の度合が少ないのでいちじるしく強度がないが，その

このころフォッサマグナから東北にかけて次第に沈降をなかでも新第三紀層の岩石は古第三紀層のものよりはる

開始し,ついには浅海となり，地向斜の海へと発展した。かに脆弱である。しかも地中にあるときはかなりの強度

そして，内陸から供給される土砂を堆積しながら，このの泥岩，砂岩および凝灰岩であっても地表に露出する

地向斜の海は徐灸に西に移動し，ついには日本海へと進と，たちまちにして強度を失い粘土化する特徴をもつて

化していった。そのため以前に海で，その上に泥や砂をいる。これは，化学的，物理的な作用によるものである

数千メートルも堆積した地域も地向斜の移動で陸化したが，この層の上にのっていた1,000m以上の巨大な重圧

ばかりか，隆起して山脈をつくり，日本海の東にそびえが除去されたことにより，地中深くにあったとき保持し

立つのであるが，中・古生層の地層とは異なり凝結が不続けた巨大な応力が解放されるために塑性化がすす桑，

完全なまま，陸化した脆弱な地層は激しい侵蝕をうけ，さらに地下の水や空気に触れるとたちまち粘土化するこ

山容はたちまち侵蝕削剥され，地鬮の深部までむきとらとも見のがすことのできない原因である。そしてまた，

れ，いま見るような緩傾斜の低い山盈を形作った。そし七谷層，寺泊層，椎谷層などの泥岩は深海堆積物で細か

てその山裾には削りとった土で埋めたてられた広大な越い粒子からなって誇り，粘土化すると内部摩擦角の小さ

－11－
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い，地すべりをおこしやすい物性と力学的特性をもつよ

うになる。

また，これらの地層は沈降から隆起への造職運動をう

けているため，この地域にほ摺曲によるドーム構造や背

斜，向斜軸および断層が複雑に発達している。したがっ

て，地層はこの影響をうけて破砕され，脆弱化している

とともに，地中の無数の亀裂は通気性がよく，ときには

地下水の流通路となり，粘土化，ベントナイト化への好

条件となっていることも地すべり発生の有力な原因と承

ることができる。

昭和24年から47年までの14年間の新潟県の月別地

すべり発生件数を調べると，最も多発するのは融雪期

で，3月，4月の2カ月だけで年間の41％を占め，降

雪期の12月から加算すると60%となる。次いで梅雨

期の12％，秋から冬にかけての黙雨期の10％の順とな

っている。この14年間に，36年と42年の8月および

41年7月に，新潟県の記録的集中豪雨があり，山崩れ，

山津波をともなう大洪水の大惨事が各地に多発したので

あるが，それに比し，地すべりの発生は少なく，つまり

一時的大雨よりも，積雪期のような長期の土の飽和状態

による影響がはるかに大きいことを物語っている。

この理由は，第1に泥岩から由来した粘土はベントナ

イト化しやすく，粘稠性にと承，透水性が低いので，斜

面全体の土塊に水が浸透し，含水比がたかまるのにかな

りの日数が必要であること，第2に，斜面の土塊に変位

が生じ，その変位が累澗して他裂となり，さらに進行す

るに伴い，すべり面が形成し，ついにはセン断破壊す

る。この過程は土塊のセン断強度だけが関与するのでば

なく，時間的要因が有力な働きをなす。つまり，第三紀

層地すべりはクリープによるセン断破壊が働くものと考

えられる。

以上の二つの理由により，秋の騨雨に続いて降雪，融

雪と半年以上もの長期間土は飽和状態におかれることが

地すべり発生の大きな誘因になるものとみることができ

る。そしてまた，たとえ融雪期をすぎた季節に発生した

地すべりでも詳細に調査すると，すでにそれ以前から地

下水などに促されて，土塊にヒズミが発生し，すべり面

のセン断破壊へむかって進行していて，ただクリープ破

壊時間のずれのため，融雪期を逸して地すべりが発生し

たと認められることが多い。

6．降雨と地すべりの関係

山崩れは集中豪雨や台風時の一時的大雨により発生す

るが，地すべり隙これらとそれほど密接な関係はみられ

ない。

表－3新潟県月別地すべり発生件数
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7．地すべりと農耕

地すべり災害は，人間が農耕を開始するようになった

古代より，いまわしい被害を住民にあたえてきたものと

思う。しかし地すべりが発生するような第三紀層の泥岩

地帯の緩傾斜の山腹憾，狩猟が主体で，採取農業ないし

は農耕が副業であった縄文時代から農業が主体で狩猟が

副業の弥生時代への移行の過程に，この兼業を維持する

ための生活条件としては好適地であったと想定すること

ができる。

地すべりの発生する泥岩，凝灰岩地帯はおどろくほど

の生産力をもっており，農作物の生育や収瞳がきわめて

よく，杉などの林木の成長もめざましく早い。地すべり

地の水田の米は味がよく，光沢があり，粒もそろって大

きい。しかも地すべりで荒廃した土地を耕すと，3年間
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は無肥料でも品質のよい米が多収できる。このことは，

米にかぎらず他の穀類，蔬菜についても同様であるとと

もに冷害や病虫害にも強いといわれている。昔からくり

返し発生する地すべり災害と闘いながら，荒らされた田

畑をたえまなく耕し続けてきた理由もここにあるのであ

る。このことはさらに次のことからもうかがい知ること

ができる。

新潟県の東頚城郡といえば，いまも鉄道がなく，町村

合併前は郡内に町一つなかったほどの山村地帯で，南は

長野県に接し，県境には1,000mを越える安山岩の山が

そびえ，平均標高300mの山ばかりの郡である。この郡

は，新潟県内で最も地すべり地が密集しており，この地

方一帯が地すべり危険地ともいえるほどの郡であるが，

ここの耕地面積比は15.9％で，広大な沖積平野を含む

県平均の17.3％と少差であり，水田率にいたっては

83.6％と高率を示し，県平均の82.4％をうわまわって

いる（昭和33年県統計）ことから見ても，いかに生産

力がたかく，農民にとってはかけがえのない貴重な土地

であるかを物語っている。

そしてまた，地すべりを災害の側面だけから見るので

ばなく，この地すべりが防止されさえすれば，農林業生

産に重要な役割を果たすことに注目しなければならな

い。

8．地すべり防止工法

地すべりを防止するには，かなりの種類の防止工法が

あり，施工するには地すべりの発生機構や地すべり地の

条件により工法を選択し，また組承合わせて施工しなく

てはならない。紙面の制約上，概要だけを述べると，地

すべりの発生原因は地質的，土質的および地形的素因と

地下水などによる誘因により，斜面の力学的安定が失わ

れるために発生する。したがって防止工法はこの誘因の

除去と素因の抑制により力学的安定をあたえることであ

である。

(1)地下水排除工

a・ボーリング排水工

試錐機（ボーリング）で穿孔し，地下水を排水する。

b.集水井工法

井戸を掘り，井戸のなかから試錐機で周囲の地下水を

集め，地表に排水する。

c・暗渠工

暗渠により地下水を排除するとともに，地表近くの水

が地下に浸透するのを防ぐ。

d.トンネル排水工

地すべり面の下の不動層にトンネルを掘り，トンネル

内から試錐機で地すべり層の地下水を集水排除する。

e・止水壁，グラウト地下水遮断工

(2)抑止工

a.杭打工

試錐機で地すべり面の下の不動層まで孔をあけ，鋼管

杭を挿入し，移動土塊に抵抗させる。

b.擁壁工，わく工

C.堰堤工

d.捷水路，捷水燧道

(3)地表水の排除

a.水路工

9，むすびに

地すべりが発生し，テレビや新聞に惨状と災害の規模

の大きさが報じられるたびに，自然の猛威のまえには人

間の力はあまりにも小さく，いかなる地すべり防止工法

も歯が立たないように考えられがちである。

しかし，巨大な地すべり土塊の流出も，最初は斜面の

ある部分の微小なヒズミから出発し，ヒズミが累積伝播

して亀裂が生じ，ついには山腹土塊に大きなセン断面が

形成され滑勤を開始する。初めはゆるやかな移動がたち

まち速度を加え，あたかも氷河の流下により深い圏谷が

掘り刻まれるように，土砂流は山腹の不動層までもえぐ

りながら流出する。そのため，流出土砂量憾ぼう大とな

り，予想以上の被害となる。したがって，この巨大な猛

威をふるう地すべりも，その初期における微小なヒズミ

の累積とその進行が原因であり，これを未然に調査し，

予防する適切な対策工事をおこないさえすれば災害を予

防することは可能であり，現在の土木技術は，それに耐

える技術水準を持っていると思う。ただ現場のわたくし

たちが揃切に思うことは，災害を未然に防止するための

調査とそれにもとずく適切な防止計画をたてるにはあま

りにも技術者が少なく，そのため，災害の発生をゆる

し，住民を十分に守れな､､でいることである。この課題

の解決と防止技術の向上が真に結合するとき，現在より

もさらに有効に災害を防止することができると思う。わ

たくしはこの二つの課題を真剣に追求してゆきたい。そ

して実現の日がくることを確信している。

譜
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口第19回林業技術賞受賞業績紹介□
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引 付フック使用作業法
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安全作業の推進，生産工程の単純化，素材歩止まりの

向上等のために，昭和39年度ころには全幹集材作業が

全国で実施されるようになった。

この作業における盤台作業をより安全に能率よく行な

うため，当初より線下f津排除の方法が各所で工夫され

実行されだした。高知営林局管内でも独自に考えたもの

や，他所で発表された方法を試験的に実行したがいずれ

の方法も絶対安全とはいえず，特に作業工程が1ステッ

プ増す方法がほとんどで能率上問題があった

ため，全面的な採用はされなく，負荷索下の

作業または不完全退避による作業が行なわれ

ていた。

しかし災害の発生が肇られるにつれて，線

下作業排除の必要に迫られ，その方法もたゆ

まず研究されていたわけです。特に人工林お

よび針広混交林では盤台処理時間が比較的長

いため，負荷時完全退避の方法をとれば能率

への影響が大きいため，要求度が高かったわ

けです。

このような情勢の中で43年度末に考えつ

いたのが本方式で，以来2年余で高知局管内

に朧完全に定着し,他局の国有林ばもちろん，

東北の民有林伐出業者の間でも使われるよう

になったわけです。

この方式は，タイラー式，エンドレスタイ

ラー式，フォーリングプロック式等，任意の

方式で集材し，官一ジングプロックと吊荷を

空中でキャッチし造材地点に引き付ける作業

方法です。（以下図参照）

1．本方式の作業設備

①主索と盤台の水平距離を20～30mとし

て架設する。

②主索を対象として盤台と反対側に主索よ

作業

圭望籟薙
(高知営林局作業課）

り5In以上離して盤台よりの高さを最長材より2～3m

高くなるよう，6％ぐらいの垂下比をもってリターン案

内ラインを架設する。（使用索は6×19％12柵でよい）

③引付用ドラム（エンドレスタイラー三胴式の場合肱

Y-33Eの第1ドラム,TK-ll,TK-7のサプドラ

ム使用等4胴式集材機が必要であり，他の集材方式では

3胴式集材機の遊休ドラムを使用する。4胴または3胴

式集材機を保宿しない場合は，引付専用機または他の集

）

作業見取図
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材機を使用する）に引付索(普通6×19％12'脇)を巻き

付け，ガイドブ唇ツクを経て主索下側で交差させ引付フ

ックを取り付け，必要以上に引付索が巻き戻しされない

ようにリミットセットを付け，リターン案内ラインに取

り付けたガイドプロックを経て,VまたはW掛けにして

リターンウエイトを吊り端末をリターン案内ラインに取

り付ける。

的地に接地することができる。

③引付の程度により盤台横方向の荷卸し位置を任意に

選べるため丸太の累積されたときも造材に都合のよいと

ころに荷卸しができ，造材がより安全にでき製品整理の

工程が省ける。

④荷卸し方向が定まり整然と荷卸しできるので最小限

の盤台架設で作業ができる。

⑤盤台と主索位置の間隔を置くため一つの盤台を，2

～3本の集材線に使用することが可能であり，盤台の作

設が省け大きな省力となることもある。

2．本方式の作業法

①引付索を緊張し，リミットセットがガイドブロック

より離れない程度に張り上げ，引付フックとも空中に静

止する。

②実撮器が引付索に接近するとリフチングラインをゆ

るめ，ロージングラインを引付索に接触させる。

巨一ジングライン無使用の場合はホールバックライン

またほりフチングラインでも可。

③引付索を巻き，引付フックをロージングラインに掛

けて吊荷を盤台上の目的の位置に誘導しながらリフチソ

グラインを完全にゆるめ荷卸しする。

以上①②③の動作を区切って記したが,時間は通常30

秒くらい（1分以内）であり荷卸し地点，方向が確実に

定まるので引付フックを使用しない作業方法よりも敏速

である。

4，本方式採用にあたっての問題点

①1～③に記したとおり集材用ドラム以外に2,000

kgくらいの引付能力がある小さなドラムを必要とする。′

②タイラー式集材の場合で盤台付近の勾配が逆となり

荷をCR走行随力で荷卸ししなければならない場合はエ

ンドレスタイラー式としなければ使用できない。

また,主索方向と盤台方向がどのようであっても,引付

索の引付とキャレージの走行とリフチングラインのゆる

めを適切にすることにより任意の方向に荷卸しできる。

主索方向とほぼ直角に荷卸しするときはキャレージの

走行は必要なくクイラー式で主索勾配がゆるくてもよい

が,その他の方向に荷卸しする場合は，キャレージ走行

が必要となり主索勾配がゆるければ，エンドレスタイラ

ー方式，ホーリングプ戸ツク式等とする必要がある。

菖

＄

q

3．本方式採用による効果

①霊台への荷卸し時以外は負荷中でも作業が続行でき

るので，安全が確保でき，功程が上がる。上表は織器走

行距離300m横取距離100mの人工林近距離集材におけ

る功程分析例である。長距離集材となれば，使用不使用

の差健さらに大きくなる。

②吊荷のゆれを完全におさえるので接地点が定まり，

キャレージを走行させながら荷卸しするとスムーズに目

□

□□
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口第6回林業技術奨励賞受賞業績紹介□

天然林施業に適した

ライトアンゲル(RightAngle)

集材方式

着装霊勇

（鱸識鼎禦） 、

図－1ライ}､アングル集材架線（フォーリングプロック式）

き上げると同時に,R,A.Lを巻き込承,R.A.Lの先端

に取り付けられたR・A.G.Bが,S.K.L直下まで引き寄

せられたならばjR.A.Lの巻込承を止める。それ以降

は，従来の方法と同じ操作を行なうことにより,H.B､L

は,R.A・GBを通りS.K.L直下を走る。

また,L.Bの荷掛け地点への引戻し臆,L､BがS.K､L

直下を引き戻され,R.A､S､Tの位置にきたとき,H.B､L

の巻込象と同時にR.A.Lの引伸しを行ない,L.Bを

S.K.Lと直角に，荷掛け地点へ誘導し蓑す~b

目的

天然林施業を推進するにあたっては，最近脚光を浴び

ている，高密路網を主体とした作業も，その一つの方法

ですが，鵡川営林署管内の地質は，蛇紋岩，泥岩地帯が

多く，地盤，地質ともに軟弱で，崩壊地，地すべり地が

散在し，路網の作設維持には,技術的にも，経済的にも，

困難な箇所が多くあります。したがって，これらの箇所

は，集材機による集材作業を行なっていますが，集材機

作業で天然林施業を確実に実行するためには，保残木，

稚幼樹の損傷をどのようにして，最小限に止めるかが，

大きな課題です。ライトアソグル集材は，この課題を克

服するために考案した集材架線方式です。

この集材架線方式の特徴は

①作業索の動きに一定の規制を与え，横取りと，線下

集材を一連続の中で行なう方式である。

②地形に応じて，スカイライン下および横取り伐Iﾘﾙ胴

を少なくし,側方天然下種更新を促進することができる。

③フォーリングブロック，タイラーなど多くの架線方

式に採用することができる。

などの特徴があります。

なお,これから用います架線関係用語朧次の符号を使用し寵す。

S.K.L.･スカイラインL､B…・ローデソグプロック

H､B,L･･ホールバックラインG.B･…ガイドプロック

H,A.L･･ホールラィンR・A・G.B…．ラィI､アング

R.A.L･･ラィトァングルラインルガィドプロック

H､T…･ヘッドツリーS､T…スタンプ

T､T…･テールツリーR､A.S､T・…ライトアング

C､R…キャレジルスダソプ

構成

架線装置としての構成は，図－1に示すとおり普通の

架線装置に,R.A.Lを敷設し,R.A､Lの一端は，集材

機ドラムに巻き込承，他端にR.A・GBを取り付け，こ

のR.A.G.BにH.B.Lを通し,R.A.G.Bを集材機運

転手が操作することにより,L､B,H.B.Lの動きを規制

するものです。

集材時の作動

図－2で説明しますと，荷掛けを終わり,H.A､Lを巻

塵
一

1

唾

図－2荷掛地点拡大図

効果

図一1のように，ライトアングル集材は，伐開面積

をハッチングの面のみに止めることができるので，保残

木および，稚幼樹の損傷を最小限におさえることができ

ます。さらに，林地保全上も有効であり，複雑地形，急

峻地形，軟弱地質など，路網作設不適地に最も適応する

集材方法の一つです。また，集材跡地は，ほとんど植込

承を行なわずb天然更新で，後継林分の造成が期待でき

るので，特に，稚幼樹の多い箇所での天然林施業には，

大きな効果があります。

I
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1．はじめに

今回，ヤマモモに関する研究に対し，林業技術奨励賞

を受けましたので，その概要を発表します。

とくにこの研究に対し，終始ご指導をたまわった農林

省林業試験場造林部長の岩川盈夫氏に厚くお礼を申し上

げます。

今度の研究の対象となったヤマモモは，特定の地方に

だけしかないので，一般にはあまり知られていない植物

日本の温量指数とヤマモモの分布

地域を5万分の1の地形図に2cm四方の方眼を描いで

記入して承ると，ヤマモモの自然分布は暖帯地帯にほぼ

集約される。また，日本における水平的自然分布は温量

指数120．以上の地域とほぼ一致する。

4．ヤマモモ果実と品種

ヤマモモには多くの改良品種があるが，品種間には的

であるが，昔から肥料木，工業用原料，薪炭材などに利

用され，さらに徳島県，高知県などのように果実を食用

とする地方もかなり多い。

最近になって全国的にヤマモモを観光林業にとり入れ

確な分類学上の区別はない。亜種，変種，枝がわりなど

を別な品種と象なし分類して承ると，日本には約30種

類の改良品種がある。

徳島県などでは江戸時代のころから改良が進承，品種

たり，公害地帯の緑化樹として植栽したり，一般の認識

も次第に高まりつつある。

2．ヤマモモ属

名は発

る。そ

しるも

見者や発見場所，形態などによって命名されてい

のおもなものは瑞光，住吉,十六，紅玉，阿波錦，

も，よがわち，赤だんご’亀蔵，十六さねなし，

森口などである。ヤマモモは北半球の暖帯，亜熱帯地方に多い常緑喬木

で，日本，台湾’フィリピン，南鮮などに自生し，日本

でば九州’四国，瀬戸内海沿岸，紀伊半島，伊豆半島，

房総半島など関東以西に特に多い。野生種も改良種も分

類学的に象ると’科’属の植物であって,学名をMyrica

という○Myricaとはギリシャ語で樹脂に富んだ木の意

味である。雌雄異株で，3月下旬ごろに開花し，果実は

6月中旬ごろから成熟する。根に根粒菌をもち，樹皮に

侭多量のタンニンを含有している。また，ヤマモモは徳

島県でば県の木であり，愛知県知多市では市の木であ

り’高知県でばヤマモモの花が県の花である。

3・ヤマモモの成育と環境

ヤマモモの成育にとって，水分や土壌や方位，起伏な

どはあまり重大な影響はないが，温度とは密接な関係が

ある。

徳島県での調査例であるが，県下，9か所の気象観測

所の年平均気温を基礎として，県下全域の山地推定気温

を山田の計算式によって算出し，暖帯(15｡C以上）の

御前，森口などである。

各品種の特性は表のとおりである。

5．ヤマモモの増殖法

1）果実の採取

ヤマモモの改良種は早生種，中生種，晩生種に分か

れ，一方，野生種も結実するが，6月中旬から7月中旬

に成熟する。

改良種の場合は1個ずつ手で取って商品にするが，増

殖用の種子は完熟期に竹ざおでゆすり，落下したものを

採取する。

2）種子の精選

採取した果実はできるだけ早く果肉を除去し，むしろ

などに広げて陰干しにし，過剰な水分を取り除かなけれ

ば発芽率が著しく低下する。

完熟して自然落果したものを地上でそのまま放置して

腐敗させ，その後採取した種子は10～20％程度の発芽

率しかない。

3）種子の貯蔵

己

名

｡
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果実の熟期と大きさ
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ヤマモモの種子は7月採取と同時に取り室きするか，に床替えする。つぎ木用台木を養成する場合は，床幅

11～12月まで貯蔵して播種する方法があるが，種子の貯50～60cmとし,2条床替えを行なう。

蔵は低温湿層貯蔵する必要がある。6．ヤマモモの公害に対する強さ

そのひとつとして露天土中埋蔵法があり，排水のよい最近工場地帯や都市において公害の発生が著しいが，

土中に穴を掘り，湿った砂と種子を交互にして，地表面ヤマモモは比較的葉が厚くて，これら悪性のガスに対し

から30～40cmの深さに埋蔵する。抵抗性が強い。

4）播種方法徳島県林業試験場で行なわれた亜硫酸カス接触試験の

取り室きも貯蔵種子の播きつけも，立枯病予防のため結果から，その被害度や煙斑の色や落葉状態などから判

にNCSで土壌消毒を行なう。断すると，ヤーマモモは公害に対して強い樹種に属する。

基肥として10a当たり堆肥1,000～1,500kg,鶏糞807.おわりに

~100kgをすきこんで，床幅11n,溝幅40cmとし，以上ヤマモモに関する特性と増殖方法について概要を

1xn2当たり100～1209の種子（粒数600～700粒）を報告したが，公益的機能についても計り知れない効果が

播種し，覆土，敷わらおよび日覆いを行なう。あり，緑化樹として果たす役割は今後さらに増大するも

5）床替方法のと思われますので，これらの諸問題についてさらに検

治山造林用苗木も品種改良に用いるつぎ木台木の養成討を重ねてゆく所存でありますから，各位のご指導を切

も，2～3年間毎年床替えをする。床替え時の基肥は播にお願いします。

種床の場合に準ずるが，床幅は1rnで,15～20cm間隔

－18－
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ロ）食ぺ方

ごく若い時は葉と茎のいずれも食べられるが，6月以

降は茎だけを利用する。一つ叢承の塩を入れてゆでたの

ち水にひたし，よく水を切り，適当の長さに切って味噌，

からし和え，三杯酢などで食べるが，時には醤油，砂糖

の汁でゆっくり煮込むこともある。このほか，このまま

塩淡または汁の実に利用する。とれるのは上述のように

簡単なので都会の人をでもビニール袋に入れて持ち帰れ

ば一日ぐらいは別状ないから一度ためされたらいかがで

あろう。アクが全くなくさっぱりした味でおいしい。わ

たくしはこの山菜を艇事試験場あたりで少し研究しても

らえば，八百屋さんの店先で売ることのできる野菜にな

るような気がするが，いかがであろうか。

9．ゼンマイ

イ）取り方

ゼンマイは，ワラピとともに春先もっとも早く取れる

山菜であるが，ワラピほどたくさんないので，だれにで

も取れるというものでないのが残念である。

信州の山で食べて

いる食物
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イ）取り方

この山菜に漢字を当てて承ると水菜となるが，この植

物は名前のとおり，非常にゑず象ずしい植物である。し

たがって,日が照りつけるような乾いた場所にほなくて，

沢すじか，川のほとりか，ウッソウとした大樹の下など

の水気の多いところに群生している。またの名をウワバ

ミソウともいい，ヘビがこの山菜を好むような名がつけ

られているが，ヘビはこの草の生えているような水気の

多いところにはあまりいないから格別の心配はない。こ

の山菜は家庭菜園のナッバと感触が似ているところか

ら，山小屋近くに群生地でもあれば，炊婦さん方ば味噌

汁の材料を切らしても，決して不安がなかったほど都合

のよい山菜の一つである。最近ではデパートで売られる

こともあるというし，山小屋のほか，山の温泉宿でも山

菜料理として出されるようになってきたようである。

取り方は簡単で，手で折れるから何の道具もいらな

い。根が浅いので強く引っ張ると根つきのまま抜けてく

るから気をつけた方がよい。

上

－
１

宮
１

ゼンマイの仲間には，ゼンマイ，ヤシャゼンマイ，ヤ

マドリゼンマイ，オニゼソマイなどがあるが，このうち

食用にするのばゼンマイとヤマドリゼンマイの二つであ

る。いずれも春先こぶし状に巻いて綿毛をかぶった赤い

幼葉を摘象とるのだが，シダの仲間は湿った場所の代表

的な植物なのでゼンマイを本格的に取ろうと思えば，長

靴かゴムの靴をはいて足ごしらえを十分にしてかかるこ

とが大切である。挿絵のようにこの植物は銭に似たよう

な感じがするので銭巻がゼンマイとなったという説と，

時計のゼンーマイに似ているのでゼンマイという名がつい

たという二通りの説があるが，真偽のぼどはわからな

い。しかし手にとってみると銭やゼンマイにまことによ

く似ている而白い棚物である。取り方は簡単で，この先

を

－］.9－



の丸くなった部分を摘承とり，ビニール袋かカゴに入れ

て持ち帰る。

ロ）食べ方

アクが強いのですぐ食べる場合は重曹を入れた熱湯で

ゆで，一夜水にさらしてアクを抜く。長く保存するもの

ほ，ゆでたものをムシ直の上に広げて，よくも承ながら

日陰干にし，かたくなってきたらひなたでいま一度よく

干してから紙の袋などに入れて保存する。すぐ食べる場

合はゆでてアクを抜いたものを適当に切って醤油，調味

料などでそのまま食べたり，いま一度煮たりして食べ

る。その他佃煮にしたり，油いためにする食べ方などが

ある。干して保存したものの食べ方は，水に入れてゆで

て戻したあと，上にのべたような方法で調理する。味は

ワラビより柔らかくておいしいが，ワラビほど大量にほ

取れないので珍客向にするのがよいだろう。

10・フキ

イ）取り方

信州でフキをとる時期は5月の下旬から6月ごろにか

けてが適期である。このころ野山に行けば，お盆のよう

に丸くて大きい葉が出ているから他の山菜よりも取るの

ほ楽である。しかも群生していて毎年同じ場所に生えて

くるので，これをおぼえておけば1～2kgのフキをとる

ことはわけはない。しかし，手で一本ずつ取るのはめん

どうなので，群生している場所をぶつけたときは鎌かナ

イフを用意していって，地際からかきとるようにすれば

能率があがる。ただし上の葉はいらないので切りすて

る。さて，近ごろ，このフキの集団的に生えている場所

を採集禁止にしたり，制限したりする地方がふえてきた

ので，部落の入口のあたりの立札をよく象てはいること

が大切である。フキの生えている場所は町場と奥山の中

間あたりの場所に多いので，休日を利用して一家で採集

にでかけるのに向いている山菜である。

ロ）食べ方

フキは栽培品が八百屋に出ているので，あらためて調

理法の紹介もいらないように思われるが，とってきたフ

キは生のうちに皮をむいてゆでて水にさらしアクを抜

く。このあと適当な長さに切って醤汕，砂糖，調味料な

どを加えてゆっくり煮込む。そのほか油いため，佃煮な

どに使うほか，塩漬にしておけば長く使えて不時の珍客

によろこばれる。フキを砂糖で煮つけるフキ菓子はあち

こちで売られているが，素人がやってもうまくできな

い。フキの子供にフキノトウがあるがこの調理法は味噌

あえが最もあう。

11．セリ

イ）取り方

今までのべた山菜は，すべて土手か野原に生えていた

ものであるが，このセリは水の中のものであるから，小

川を象つけなければならない。早春3，4月ごろ，この

川岸をブラブラ散歩の折，水面から小さなセリが出てい

～

たら手をのばして根とともに引き抜いて象る･根に竹の

ような節がなければ食べられるセリである。節があれば

毒ゼリだから取るのをやめる。この区別の方法は一度実

物で比べてみるとよくわかる。こうして毒ゼリでないこ

とをたしかめたら，いったん家に戻って長靴をはき，ザ

ル，鎌などを用意して家族ででかける。そして見つけた

場所へ戻ったらセリと毒ゼリを区別する人，洗う人，な

どにわかれてとる。春から夏にかけてもとれるが，早春

かげろうが立つころのセリが，野菜の切れている噸削と

も重なっていちばん味がよい。

唇）食べ方

とってきたセリ臆一つまみの塩でかるくゆでて水にさ

らし，すぐ水を切っておしたし，ごまあえ，酢味噌あえ

などで食べる。このほか生のままで味噌汁，すまし汁な

どに火からおろす際に入れて食べる方法もある。セリに

はアクがいくらかあるが一種の香りがある山菜で，信州

ではこれが山菜のハシリである。
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－－－－コ－‐毎一石一一一盲一一一一＝ 生育の旺盛なときで，これに空気がはいると水の上昇に

役だたなくなり，その代わりにもっぱら夏材の口径の小

さい導管が役だつようになる。

d.水の排出

葉における水の排出は一般的にいえば表皮および気孔
から水蒸気の状態で排出される蒸散作用(transpiration)

のほかに，水滴となって出る排水屋(guttation)がある。

①蒸散作用一蒸散と吸水との平衡関係を水分平衡

(waterbalance)または水分経済(watereconomy)と
いっている。

蒸散作用を逓的に測る方法としては植物体の重量の減

少を測る方法と植物に吸収される水鐙から間接的に蒸散

を知る方法とがある。切枝が短時間内では切る以前と同

じ程度の蒸散を行なうので，切枝の重燈変化を蒸散量と

承なす第一の方法および吸水計(potometer)によって

蒸散鐙と等しいと仮定された吸水鮭をはかる第二の方法
が用､､られる･また蒸散作用の度を表わす単位を葉の面
稜当たりとするか，重量（乾燥重または生重最）にする

か,また粉末容積にするかは葉の形態によって決定する。

表皮蒸散は気孔蒸散に比べて著しく少ない。また気孔

は一般に葉の裏面に多い。気孔開閉はスンプ法（気孔に

特殊な速乾性液をたらし，気孔の開閉状態の型をとる）
などによって気孔の状態を顕微鏡で観察するか，または

葉面に密着した密封ガラス管内に垂直に引き上げられる

水柱の下降速度を気孔の開度の比較値とするporometer

法などによって調べる。

気孔の開閉には光（緑～青の光が開孔をうながす)，

空中湿度（ある程度までは乾燥によって気孔開度が増大
する),風(強風はかえって気孔開度を落とすが，拡散落

差の大なるため，蒸散は盛んになることがある)，温度，

気圧，土壊湿度が影響する。気孔は早朝開きはじめ，太

陽が出ると急に開度が増していく。また日没から数時間

の内に全く閉じ，夜間には見るべきほどの蒸散作用はな

い。一日の蒸散は午前・午後に燈高値を示し，正午ごろ

一時低下することがしばしば観察される。このような日

変化はあとで述べる光合成の日変化にも見られる。

②排水現象一正常の生育状態で一定の部分から水

滴を排出する現象であり，根の吸水が盛んでそのうえ空

中湿度が大，蒸散が妨げられる場合，特に著しい。排水

が夜間に多いことも気孔蒸散作用が少であることと関係

し,湿気の多い暖夜においてしばしば起こる(熱帯降雨林

の樹木によく見られる)。葉脈の先端に排水組織(hyda-

thode)という装値のあることがある。

e.森林の水収支

森林の水消饗(waterconsumption)は普通植生上の

林木の生理12カ月
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前回，林木内部における水の流動には土壌から植物体

に向かっての水の通路における抵抗および蒸散の割合が

影響することを数式で示したが，水の通導および蒸散に

ついての組織構造上の制約について述べ，あわせて森林

の水収支・凍害について若干ふれることにする。
c・水の通導

木部(xylem)の中心に近い，心材(heartwood)は堅

固でタンニンその他の色素を含象，またその導管内には

填充体(tylosis)などの閉塞物があって水の通導を妨げ

てL,るので，その周辺の柔軟な辺材(splintwood,sap

wood)の導管または仮導管が水の通導に役だつ｡導管は

仮導管に比べて著しく長く2～3mに達するものがある

が,たとえばマツの仮導管は3mmぐらいにすぎない｡ま

た導管は幅も広く隔壁が少ないから通水が容易である。

多くの広葉樹のように通水管が導管である幹におい

て，上下左右に適当な距離で横の切込承を深く髄まで入

れるとき，水の上昇がとまるが，仮導管からなるもので

は水の上昇が見られるi〉。導管あるいば仮導管は隣のこ

れらと有縁膜孔（孔紋)(borderedpit)を通じて水の連

絡口があり，膜孔の中心にはトールス(torus)という蓋

があり，これを薄膜(pitmembrane)が支えている。薄

膜は水を通す。導管またば仮導管に気泡がはいるとトー

ルスはおされて孔をふさぎ,気泡は隣へは移動しない｡導

管またば仮導管が柔細胞に接するときは単膜孔(simple

pitJができている23導管と仮導管との横への水の移動

の異なりはその長さの差ではなく，気泡のでき方による

水柱の連絡の切断いかんにかかっていると考えられる。

樹体内の上昇流（蒸散流)(transpiratIoncurrent)

は熱電対をある短い間隔でさし込承，下部からの熱の伝

導を感受することによって計られる。一般に環孔材
(ring-porouswood)ナラ，トネリコ，ニセアカシアで

は20～45m/hrに達し，散孔材(diffUse-porouswood)

カバ,カエデ，ブナ，シナノキでは1～4m/hrではるか

に低い。また無孔材である針葉樹類では0.5m/hr以下

である。環孔材は一般に散孔材に比し導管の直径・長さ
が大である。直径の大きい導管が水の通導に役だつのは

0
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あらゆる面から蒸発する水全体を対象とし,蒸散(trans-

piration)と樹冠に遮断された水量(interception)を主

としたものである。

E=P±AS-R3)

E=evaporation(蒸発)=transpiration+interception

P=precipitation(降水量）

AS=changeinstorageofthesoil(土中に貯えら

れる水の変化）

R=run←off(表面流出)+drainage(排水）

蒸散は切枝法によって測られることは前に述べたが，

土壌からの蒸発量は地面蒸発計(lysimeter)によって測

られる。また流水量は流域(watershed)の調査によっ

てなされる。

森林が存在することによる河川の流水鐙の増減を調べ

たソ連の報告によれば，「森林が増大すると，全流水量

(地下十表面）は増すが，表面流水童は減少する｡」童た

樹種による差についてば近接する草地の蒸発量と比較す

ると，

森林の型蒸発量(mm)11～3月

森林草地草地/森林

"ccas"c""2sis純林8004160.52

Hbmabies純林5795210.90

針(30幼潤混交林6846030．88

森林は草地より蒸発量が多い。これには樹冠で妨げら

れた水量が関係するところ大であると考えられる。また

以上の様子を図示すると，下図のようになり，森林土壌

と草地土壌との保水力にもとづく貯水変化の差，さらに

排水量の差をもたらすものと想像される。

f・凍害

水分関係から見ると，凍害よりむしろ乾害の方が直接

関係が深い。乾害については土壊が萎凋含水率(PWP:

permanentwiltingpercentage)以下に達すると苗は枯

損に至る。浸透価との関係については細胞外への脱水と

いう点から凍害も乾害も同様に論ぜられる点がある。し

かし，細胞液濃度が斑く，したがって浸透価が高い

(waterpotentialが低い）と，氷点を降下せしめ，結氷

の始まることを困難ならしめ，多少なりともその害を軽

減することができるが，これはごくわずかなものである

から凍害のおもな原因は他に求めなくてはならない。

浸透価の高いことと耐凍性との間に関係があるとすれ

ば,高浸透価による原形質の縮化による安定性の増加,ま

た細胞間隙または内部に生ずる結氷に際して起こる器械

的作用に対する抵抗性の増加，または結氷による細胞休

職の変化をなるべく少なくし，細胞質と膜との間の不利

な器械的傷害が起こることの軽減と見るべきであろう。

林木の枝その他の組織（さし木苗など）では，数日間

-10｡Cであらかじめ耐凍性を高めた(hardening)の

ち,-15｡～-30｡C前後の温度で予備凍結すると,30分

-196｡C液体窒素中低温にも耐えるようになるｲ)。

細胞の低温による致死の原因の一つは細胞質内にでき

る氷晶の大きさと関係があるとされ，また急速融解の害

は，脱水状態の組織に氷点付近の温度で多童の水が急速

に細胞内に再吸収されることに基づくと考えられる5>‘〕・

耐凍性を検定する方法として組織（芽・茎・葉）を低

温で凍結し，組織の損傷により内部からの電解質の溶解

の大小によって電気伝導率(electricalconductivity)が

増大することから耐凍性との相関を求めると，その相関

が高いことが確かめられている了)。

2回にわたって水分生理に関していろいろと述べてき

た。水が植物体にとって不可欠なものであることは今さ
らいうまでもない。盛夏，葉から蒸散がおこらないとし

たら，いったい葉の過熱はどうして防げるであろうか。

この一事実を述べるだけで十分であろう。水の動きが活

発になることばまた同時に,他の無機･有機物質の動きの

活発になることを示唆し，水の問題は単に切り離された

一生理現象でなし､ことを記述してこの項を終わりたい。
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森林と草原における水分消費量の比較
E=P±AS-Rにて
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碩 録(20)""-'""''!"""｡ 素晴らしく大きくて良質の熊の毛皮が二枚敷かれてお

り，壁の所には，外国製らしき猟銃が数挺プラ下がって

いる。応接机は，素姓いやしからぬ，茶黒色の広葉樹で

できた逸品と見えた。

その前景の庭も，適度の広さを保って，部屋と適合し

ていて，山の幸の雰囲気が四周に満ち満ちている。

その先輩から懇切なる訓戒を受けたが，その内容は，

忘れてしまって，思い出せないが，先輩宅を辞した時に

「何十年か先に，自分も功成り名遂げて勇退した暁に

は，せめて先輩の半分ぐらいの広さと品格を持った家に

住拳たいものだ」と思ったことは忘れていなかった｡

さて，実社会に足を踏み入れて，山役人の仲間入りを

して，営林署生活を送っていると，事業実行上の必要に

迫られて，事業所の新築とか，移転を行なうことが珍し

くない。

この場合，事業所の新設に伴って，来客の宿泊用の客

間を作るのが通例で，この材料は，その山から生産され

る銘木類を販売用に回さず，事業実行用資材として使う

が，銘木の生産がない場合は，付近の国有林の中から銘

木立木を官行盗伐して，客間用に回したものである。

したがって,ケヤキ丸太の生産の多い事業所の巻間憾，

ケヤキ材をふんだんに使用し，屋久島の事業所では屋久

銘木杉の清一色的客間ができ上がり，霧島山系の事業所

では,キリシマ赤松の客間ができ上がるのが普通である。

山の事業所は山間II蝿にあるのが普通で，こんな所に

はいい大工がいない。

素人はだしの大工が，良質の丸太を荒っぽく使って，

家を建てるのだから，どことなく泥臭く，間の抜けた部

分が出てくることが珍しくない。

こんな箇所を見つけて，あれこれと批判する素人建築

評論家が山役人の中には案外多い。

わたくしは建築については，無関心派に属していた

が，それでも，「もし，金に糸目をつけずに家を建てる

とすれば…･」という前提で，家を建てる場合は，どの

部分には，是非どこ産のどういう樹種の銘木を使いたい

という夢物語で議論の華を咲かせた仲間入りをしたもの

である。

針葉樹偏用型，広葉樹愛用型をはじめ，かつて自分が

勤務した営林署で多く生産された銘木樹種を多く使いた

がる傾向は，誰でもあって，山役人の個人的較差がはっ

きりと表に出てきて，甲論乙駁の材料には事欠くことは

ない。

酒をのゑながら，俺が退職後に住みたい家は，斯く斯

く然盈でありたいと熱を入れて語っていた山官素人建築

評論家は，さて現在どんな家に住んで､､ることだろう

ついの栖

叫0ﾜ00800MBO叩柵8肥､叩800叩000100Ⅷ00M叩0008■■ﾕﾛ■■●･ロ■■u■■画ﾛ■ロロ■n画■|“mtnppp■■ﾛ加ﾛﾛ皿lUDUUOOMO1石

侭つたしょうじ

堀田正次

（三菱製紙K.K.)
丑

某月某日，ある先錐から電話があった。

「もしもし，堀田君か，君ば一茶の句の〃これがまあ，

ついの栖か雪五尺〃という句を知っているか」

「俳句の方はまことに浅学非才で，知りませんが」

「君の知り合いに書道の大家がいるそうだが･･･」

「おりますよ」

「その人に今いった一茶の句を書いてもらいたいと思

うのだが，頼んでもらえまいか」

「それはできると思いますが,誤字が一宇でもあると，

まずいので，書いてほしい字をわたくしの所へ届けてく

れませんか」

「承知した。ついでに書道の大家にお願いして，どこ

か適当な表具屋をお世話していただいて，茶掛風の掛軸

に仕上げてほしいのだが，頼んでくれまいか」

「それは多分できると思います。さっそくお願いして

承ましよう」

ということで電話が切れた。

後日，先輩から「是れがまあついの栖か雪五尺」

と書いた紙片が届いたので,書道の先生にお願いしたら，

心よく承諾された。

わたくしも便乗して，同じものを二つお願いしたら，

1カ月後にでき上がってきた。

一つを先輩の所へ届け，一つを拙宅の床の間にプラ下

げて毎日ながめていると，この句の味が，段Aとわかっ

てくるような気がしてきた。

先日この俳句をながめていたら，三十数年前の，長い

間忘れていたことが，頭の中に浮かんできた。

昭和12年春3月，長い学生生活に終止符を打って，

就職先に赴任する前のある閑日，訓戒を受けようという

殊勝な気持で，恩給で悠な自適の生活をしておられた林

学の大先輩の家を訪問した。

来意を告げると，気持よく奥へ迎えられ，十畳か十二

畳ぐらいの大きさの客間に通された。

その客間たるや，東西南北，柱のある所には，濠華な

角を持った鹿の剥製が四つ飾られており，経の上には，

t

一座

■

f

｡
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か。

さて，わたくしが今住んでいる家が，わたくしにとっ

て紘「ついの栖」になりそうであるが，わたくしの「つ

いの栖」ほ，残念ながら，山の幸のにおいがない。

家の中のどこを探してゑても，かつての森林官らしい

名残りは残っていない。残っていないという表現はおか

しいので，初めからないのである。

ありふれた建売住宅を購入したのだから，庶民的な能

率本位の空間利用には，十分な配慮は払われているが，

新建材が豊當に使われていて，使われている木材の故郷

がどこなのか，建てた人もわからないのだから，買った

者がわかろうはずもない。

現役時代に職場に関連のある木材の一片でも，わたく

しの「ついの栖」に使われておれば，訪ねてくれた人に

説明の一つもできるのだが，残念ながら，致し方のな↓、

次第である。

わたくしは十数回転任し，十数回転宅した。その間九

州の営林署長官舎には五たぴ住んだが，いずれもその当

時古い建物であったので，現在は姿を消していると思う

が，その署長官舎の材料である木材は，いずれもその営

林署に存在する最良の銘木類を探し求めたものばかりで

あって，森林官の住宅らしく，古くなっても，木の色や

香りや手ざわりに，現在の新建材のような薄っぺらな印

象ではなく威風堂をたるものがあった。

山役人生活の最後は秋田営林局の局長官舎であった

が，ここは，私たち夫婦二人きりの生活であったため

か，敷地も広すぎたし，建物も大きすぎたうえに，材料

y00qⅡtu“oO11luI00I11llI10Ⅱ001118011111UUOlIOl1IUUII11lDOOI111MIObⅡ1,,,01 投 稿

は隅から隅まで選びぬかれた良質の銘木の寄せ集めであ

った。

わたくしの「ついの栖」は，日本の木材需要の過半数

が外材依存に頼っている現在の日本の現状を反映して

か，米材も北洋材，南洋材，ニュージーランド材も混合

して使われているものと思われる。（材料の故郷を一つ

一つ訊ね調べてみないからわからないが．・・・）
コグマ

もし木材に木魂があって，生育地の言葉を語っている

とすれば（人間には聞こえないが．．）昔の営林局署の

官舎では，その局署所在地の方言で通じ合うが，わたく

しの「つし､の栖」で臆英語，ロシヤ語，インドネシヤ語

が脱線混乱しながら，入り混じっていることだろう。

官舎では，庭木の手入れは，適時に御用植木屋が来

て，官賀で手入れをしてくれるので，庭を見ていると，

いつも落ち付いた気分を誘い込んでくれるが，わたくし

の「ついの栖」は官舎に比べると庭も狭いし，植木も少

なし､が，自盤で植木屋を呼ばなくてはならない。植木屋

の日当も年一年と高くなって，植木賃も馬鹿にならな

い。

銭を惜しんで，適時に手入れするのを，ズボラにして

いると，植木相互間のバランスが崩れて，弱肉強食の姿

が露憎･に表面に出て，枯れかかった植木を見ていると，

落ち付いた気持を誘い込んでくれない。

若いころの青雲の志も，いまいずこ，現在の「ついの

栖」を見るごとに「うらぶれし，我身ながらも，恥しき

…」の小唄の文句が，ピッタリ合って，感無量の寂し

さが身にしみてくる，今日このごろである。

募 集 IIlIIjIOIlO11000Ill8Ⅱl0II18110lIOI11ⅡO01nhIⅡ』j8IIllII08II#lⅡ0『IIOIQIl0Iil囚

園技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表。自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか
りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に轡いて下さい。複雑な図や表はなるべく
省いて下さい。〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷上がり3ページ以内)]
圏林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に
ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結椛です。

〔400字詰原稿用紙10枚（刷上がり2ページ)〕

口上記についての投稿は会員に限ります。また原稲は未発表のものをお寄せ下さい。

口図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から1枚について400字ずつ減らしてお書き下さい。
口原稿には，住所，氏名（必ずふりがなを付ける）および職名（または勤務先）を明記して下さい。
口原稿の採否，掲載の時期については，編集室にお任せ下さい。長すぎる原稿は紙面の関係で掲載できません
ので，お返しするか，圧縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。
口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします。

口送り先東京都千代田区六番町7郵便番号〔102〕日本林業技術協会編集室
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林野庁長官賞☆題はないと考えられる。
（2）伸長職，苗径の比較

雪中埋蔵による 当年伸長量は，5月13日～6月10日植えのものは(4.3

トドマツ苗木の床替～5.1cm),対象苗(4.8cm)とほとんど差はないが，
それ以降のものはやや劣る。苗径においても伸長戯とほ

について
とんど似た傾向にある（4.5～5.0mm:4.8mm)｡

（3）開箭と雪害の関係
高野宏

5月13日に植付けしたものが完全に開衝するのに約25
柵淵肌柵朏'::::MI::II:::I'IMII::::II8'III:::;IMM'II::II;(熊本営林局本別営林署）

日間，8月2日に植付けしたものが約15日間と，開箭す

1．はじめにるまでにかなりの日数を要する。このことから，鰯の危

苗畑事業における作業量の平準化を図る一つの方法と険期を6月中旬までと象て，この噸剛に開鋳が合致しな

して，雪中埋蔵による床替試験を実施した。雪中埋蔵はいように植え付ければ霜害防除の日覆いば必要なく，床

前もって確保した自然の雪の中に床替用苗木を埋蔵して替工程の単純化が図られる。

開篭を抑制し，床替期間の拡大を図るものであり，開箭（4）床替の作業仕組

時期のコントロールが苗木の生育に悪い影響を及ぼすこ 雲中埋蔵による床替方法では，苗が冬I眼状態にあるの

となく，霜害防除の手間を省き，また床替T程の単純化

！

＝

を図るなどを目的としたが，その試験結果を報告する。

2．試験結果

（1）雪中埋蔵期間と活着率

雪中埋蔵期間は（4月25日埋蔵)，植付けまでに短い

もので19日間（5月13日植付)，最も長いもので100日

間（8月2日植付）である。活着率は5月13日から6月

10日室でに植付けした苗は,普通苗(植付時期は床替時期

の中間に行なわれた時期のものとした）の99％を上回

岼
矯
１

っている。しかし6月27日以降は若干劣るが,7b8月のダンボール柑詰の姿図
炎天下でもあまり変わらない活着からゑて，活着上の問

省力効果経済効果比較表

唯肥禽をfll珊した場合の埋蔵略図

雪中埋蔵法

で，床替彌期がきわめてで，床替適期がきわめて長

く，しかも工程が単純化さ

れ，その余裕をもって他の

作業を進めることができ

る。

（5）省力と経済効果

省力効果では普通苗100

に対し73,経済効果は100

に対し59ときわめて有利

となる。

おわりに

雪中埋蔵方法は図に示す

ようにして，雪は2～3月

に確保し，4月下旬に苗木

の掘取選苗をして雪中に埋

蔵する。埋蔵要領は苗木と

雪を交互に，ポリ製苗木箱

に詰め埋蔵する。

－_＝－

普通苗雪中埋蔵苗
備考

｜易人'馳蝶|単価|金額践人'息|珊奮|単価|金額

”鱒”"淵:;:;|2'osoli:I
掘取選苗6，00

群"J1"
－1

7

|溌蕊塊豊蔵する。
1

1省力効果 100 73

経済効果 100 59
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林野庁長官賞☆

簡易架線用
ストッパー付ブロック
の改良について

１
曲
伽
余

佐野健一

安部川浩二

柵::8:;::;;;:::;;:;;;:;:!:':;;:;8:::;:"":;)::.:88w:;(北見営林局生田営林署）

1．はじめに

当署では最近大蛎に漸伐作業をとり入れてきたが，そ

の集材にあたっては天然生稚幼樹の保存にとくに重点を

おき，変形スラックラインおよび変形タイトライン方式

等が採用されてきた。中でも変形タイトライン方式は種

灸の利点をもっているが，職取りするに必要な余長を取

るための余長ピンの差込承，集材土場における荷おろし

など急峻な地形での往復，荷おろし作業の肉体的疲労，

安全性その他時間的ロス等に大きな問題がある。そこで
この困難な作業を人力によることなく機械力で行なうた

めに，鶴々検討した結果，簡易架線用ストッパー付ブロ

ックを改良するにいたったので，ここに報告する。

2．改良内容

（'）余長用ストッパーの構造は（図一')，（ア）アソク・

ル，（イ）ストッパー，（ウ）ストッパー操作用つまみ，

(エ）スプリング，（オ）ストッパー取付けボード，（力）

重量は3.5kg,からなり，一台当たりの製作費は約1万

6千円である（使用綱材等については省略)。操作方法

は，つ玄象を下げるとスプリングの働きでストッパーが

作動し，つま承を上げるとストッパーがはずれる。

（2）余長用ス

企

■

図－2側面図

功程ならびに直接単価比較表

一
一

一口一一一一F一＝可＝

E慰官-嵯塗|従湧法|改認法|靜蝿比
架線方式響彩響彩
地形斜度25.00'26.00′

スパン距離162m167m

余長を取るため 20mO
の歩行距離

余長を取るため 67秒0
の歩行時間

･:"Wx､鮪』燕
集

材

素材1本当り材積0.163㎡0.163㎡0

1窯";鵜簔":篝塞
1日1台
当り
集材功程

単価80.63円71.67円8.96円△11

率

％
％
％
％

０
０
０
０

＝3．操作の方法

（1）荷おろしの操作：材が集材土場に到着後，撮器に

組象込簑れたストッパーを操作するつま象を下げ，リフ

チングラインを徐々に戻しながら同時にホールバックラ

インを巻き，横取り距離に応じた任意の箇所で止め，余

長をきめてスリング官一プからハンガーをはずす。

（2）荷かけの操作：擬器が荷かけ地点に到着した後，

搬器に組承込まれたストッパーを操作するつ寮みをもち

上げる(ストッパーは作動中〕・余長ロープの先端に取り

付けてあるフックを荷づくりした材のスリングロープに

かけ荷かけが終わる。ついでホールバックラインを巻き

リフチングラインがある程度張り上がると，ストッパー

はスプリングにより自動的に材を引き寄せて集材する。

4．おわりに

使用結果は別表のとおりであり，所期の目的である安

全，生産性の向上は期し得たものと考えている｡

トッパーをブロ

ックに取り付け

たとき（図-2)，

(a)ストッパー

が作動している

状態,(b)スト

響rシパーがはずれ

、た状態,(c)ス
ジ＆

i’トッパーに太身
‘＋榊卜

の部分がかむ前

の状態（図略)，

となる。

b

r5f
命
瀞
イ
ゾ
1

図－1正面図
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林野庁長官賞☆

機械化による新間伐体系(3)
一作業索誘導装置ほｶー

上野義人

高橋藤三郎

筏谷政＝

:::;;;;I;､i''':;:''i8:;;IIIwIIII;II:::IMI:::MI:(札幌営林局定山渓営林署）

1．はじめに

機械化による新間伐体系の開発も3年目にあたり，自

走式集材機の作業索誘導装置，枝下地曳のためのキャレ

ジ，改良プ戸ツク等の開発によってほぼ完成に〕斤づいた

のでその経過，使用状況，実行結果について報告する。

!

伽I1
10－．

弗
陀

茎

図2－1改良キャレジ

_､__‐‐‐‐：一一『‐‘‘q‘
（3）長距離集

材について

変形エソドレ

ス方式を採用，

元柱のかわりに

作業索誘導装置

を使用，また改

良キャレジによ

り作業索の接

触，から象つき

を防ぐ。

（4ウ改良ブロ
ックについて

（図2）

残存立木を損

傷しないように

集材方向を随時

湾
0f

hU
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_生ヨグ

媚
れ
止
め

ｌ
鴨
軸

1 己
S

1
が夕荷台

郊
一
ｒ
ダ
ム
鵠
静
糊
小

＞

１
－
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］擬
血
止
め

１
日
心
屍
儂

10.季竃ﾒ叩仙
使用索極シープ麓、量

10”2？0．7今

図2－2改良ブ戸ツク

轆
犯
止
心 懸附一

幸一

---‐_‐二・_－－．．－－－－期
ダンプ踊函アオリ

図1作業索誘導装置 年度別集材比較表

2致皇瀞?雲調機種|鳶回，l生産量|潔捧人工数|皇警劉踏'畠当鳥|比率％
行

考傭

点と集材方法に

ついて

（1）作業索誘導装

置について（図1）

図示したように，

左ほ小型集材機(Y

－12型）と作業索誘

:､"|･:|,:|.#|
㎡

(1,229）
1，629

％
(100）集刺機自体の集材
100

人｜
(264.5)‘
199.51

旬

㎡

5,000

麓?|綴#をダﾝプﾘ
こ塔戦して

暑

'02014061561
(243.5） (1667)I(2501461"l0.2014061561W:)|7, 、△,“vUノ

2，165

(1,830）
2，339

を使用し
ての集材ｌ

置装
ジ
ク

導
レ
ッ

誘
ヤ
ロ

索
キ
ブ

業
良
良

作
改
改

』９
６

（230）
47〃0．20421508，420180

(148
143

※（）は運転手含むb

規制するためナイロンの台付ロープで固定し使用，この

ブロックの特徴は，シャックル部の開閉が簡単で，取り

はずしが容易で，軽逓小型であることにある。

3．成果

所期の目的はほぼ達し得たが，生産性は別表のとおり

向上した。

導装置の平面図，右は後部アオリの正面図である。

②短距離集材について

第1，第2それぞれのドラムにより，かかり木の引き

倒しや集材を行なう。この場合の効果的な集材距離は，

平地では40～50m,傾斜地の上げ木で70～80m,同下

げ木で20～30m。
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林業技術協会賞☆め発育は悪い。

山行苗の割合は図に示すとおりであるが，2年生山行

を目標とすればさらに生産が高められよう。したがって

床替作業の5月下旬植えまでは2年生山行苗木を,6月以降のもの
は1－2施業を前提に，さらに8月以降妹夏まき苗木に

満期拡大について より1－1山行施業を目標にすべきと考える。

4．滴期拡大の留意事項

床替作業は4月に集中していたが（4月憾苗畑の年間
細梅辰雄 雇用量の30％以上，その中で床替作業は60％以上)，証

MM:I:脇::::職:::柵:肌繊細:;::'I:::;::::M;II::MI:;･(秋田営林局村山営林署）年除草剤の発達により除草功程が上昇し，労力に余裕が

1．はじめに

苗畑雇用量の平準化と臨時作業員の苗長と山行苗木め検耐図饗
珂山行苗木の標鰍前任33“以上

削減を図るため，春の一回床替作業のI露羽山行可能禰木30以上33未機

0

セ
ー

適期鉱大(4月だけでなく5月以降も）

について，銀山苗畑で試験を行なった

ので，その成果を報告する。

2．試験の方法

（1）蓑き付け床地の管理と掘取選苗

床替用の苗木は，大きい方の苗木か

ら順次掘取りし，仮植を行なわずに植

え付けた。床地に残った苗木は,極力，

成長を抑制するため根切りを数回実施

し細根の発達と苗木の充実を図った。

33r■
月旬別

以上

30-

以上

33来潤

％
30碗

蛎幽 02550 や ００
１
１

25,％

21

4月25,％2]％54％癖宗一,,'""f’,剃
刈↑1

ダI

5月上212554…j函"j"：”:〃I
fI'．1
01〃

〃中202060』蚕,･･'一’
0，1

’下］521’64”､諺わ宇雫－，
6月上61480，鐘jイ

｜夕？諄’

｜ノーゥーI

’中1396四.‐‐‐
｜J1■■■■

6月下旬以降00100ド

上5月

6020 20

I

’

6月 I 8014 …I
｜夕

（2）値付方法と床替時期

3年生山出し生産で，1－2施業を

前提に1Xnz当たり30本植え5条の床植えとした。そ生じてきたこと，および上述の試験結果から技術的に

して．5月から8月までの上，中，下旬別に12回床替も，5月以降に床替作業を分散することが可能と考えら

をくり返して苗木の成長状態を調査した。’回当たりのれる。

数量ば，面積80m2に2,400本とし手鍬で床替した。そ苗木の取扱いとしては，生育途上のものを床替すれぱ

の他，施肥等の方法は従来の1－2施業と同様である。 紬損しやすいので，床替するまでの間は管理を十分に行

3．試験の結果 ない生育を抑制するとともに，細根の充実を考え，数回

（1）活着状況と気象条件 根切りを実施することが望重しい。

当苗畑は比較的乾燥する畑地であるが,活着率は98,7 掘取選苗は間引きの要領で行ない，その際の椛成人員

％と好成績であった。気象条件としては，例年よりも5は床替6人に対し，掘取り3人，小運搬1人とし，掘り

月中旬～6月中旬に降水量が多かった（約2倍）ほかは取った苗木砿水桶に入れて短時間のうちに床替した方が

大きな変化ほなかった。また，7月下旬の真夏では4．5功程も上がり，苗木のためにもよい方法である。

mmの降水量にもかかわらず,97.7%の活着を承たが,5.むすび

特別な干ばつでないかぎりまき付床で優良苗木を養成当苗畑では，事業として'08.0千本の苗木を5月から
し，それを床替すれば枯損は防ぐことができる。6月にかけて床替したが，生育状況，活若状況ともに，

（2）適期拡大と山行苗木との関連試験と同様なんら遜色がない。また，臨時作業員の雇用

苗木の生育状況は，5月植えは4月植えと同じ成績では，年間を通じ秋季に延40人を使用しただけで，春季

あり，6月上旬植えもまずまずの成績，6月中旬植えはには造林事業との組合せはあるものの，臨時の雇用はま
中間的，6月下旬から8月上旬植えは成長期間が短いたったくしていない。

－28－
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林業技術協会賞☆ 3．調査結果

以上のことを総合的に検討すると，

植生の生育良好な箇所同不良な箇所

粒子の配合連続的に混合不連続

各層の割合微砂と細砂30財以上粗砂80%以上

毛細管作用数値が高い低い

沈澱測度遅い早い

土の色褐色か燈色灰色か青色

4．調査結果からの対策

今後の緑化工事の計画にあたって考慮すべき点は，

（1）微砂から粗砂までの粒子が連続し，微砂，細砂が

30％以上を占め，高い毛細管作用を示す箇所の工法ば，

土砂の移動防止に主眼をおけば容易に緑化でき，したが

って比較的安価な工法でよい。

（2）粗砂が80％以上，微砂，細砂が10％前後で，毛細

管作用も低い箇所は，保水磯能を商め有機質を多くする

堆肥，落葉等を用いた工法を検討する必要がある。

（3）微砂と細砂が大部分を占め，毛細管作用も満い数

値を示す箇所は，冬期凍土による滑落を防止するため，

筋的な工法よりは面的な工法，すなわちワラ伏工，ムシ

毛管作用測定方法ロ張り等の被覆工，伏工を

簡便な土壌分析による

緑化工法の改善

■

田中豊

白井守

M::(長野営林局飯田営林署）
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1．はじめに

簡便な土壌分析法として，コンクリート品質管理の中

で行なう〃砂中に含まれる泥の量を求める〃要領で分析

調査したところ，好結果を得たので今後の緑化工事に計

画できるものと信じ，ここに報告する。

2．調査方法

天竜川の西側の花崗岩地帯から5カ所，同東側の中央

構造線上の破砕帯から5カ所，計10カ所の調査地から，

次のようにして区分し土壌を採取した。

一
L

b

土壌分析方法

メスシリンダー
考える必要がある。

（4）粒子の配合が不連続

で，粗砂が大部分を占める

箇所臆，透水性がよく，毛

細管作用が悪いうえ，礫の

熱吸収が盛んで乾燥がはげ

しいため，夏季の生育がお

とろえて輪死する場合が多

いので，工法としては，土

壊改良と蒸発防止をねらっ

た被覆工，伏工を検討すべ

水きである。

’
M

＝

ス
ケ
ー
ル％

Ｐ
兎
Ｕ

《
叩
〃
と１

二
％
％

０
５
０

０
。
．

１
７
Ｏ

Ｘ
３
５

擶
咋
昨

僻
淵
淵

例
準
拳
準

算
砂
砂
砂

計
微
網
風

ガ
ラ
ス
笛

水－－－．‐

ｰ

蛾
1

1

11

毛管水～

シ･{･－し （5）沈澱測度がとくに早

い土壌では，粒子が石英質のように分解しがたいものを

多く含んでいて土壌化が進まないので，土壌改良を考え

た工法が必要となる。有機質をとくに多くし，ポット工

法とか，客土工法等をあわせ検討する必要がある。

5．むすび

土性に見合ったきめ細い設計と現地に密着した工法が

ぜひ必要であり，早期復旧と経済工法につながるという

観点から，メスシリンダーとガラス管による調査の試翠

は，簡便で成果が期待できるものと信じている。

●

よい箇所：緑化工施行地につき100％近い植生被覆が

完成し，完全に復旧できる見通しのある箇所

悪い箇所：同じく完全な復旧までには，なお時間を要

する箇所

採取土壌をメスシリンダーに入れ，水を加えて激しく

振り，静置したところで，下から粗砂，細砂，微砂に分

けてその厚さと全量との割合を求める。沈澱測度，土壊

の色なども観察する。さらに，径11mm長さ40cmのガ

ラス管に一定状態に乾燥させた土壌を入れて水の上昇す

る高さ（毛細管作用）を測定する。
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林業技術協会賞☆る。しかし，広葉樹類については，普通施業体系より早

目に除伐を計画する必要があ為。

3．新しい施業体系

無下刈造林法の新施業体系のボｲﾝﾄは,植栽木そのものに,直接現
在の技術の粋を投入して早期成林を目ざし，その目的達

開発について 成に不十分な場合にはじめて，その部分をカバーする意

味で第2義的に雑草木等の支障物を排除するという考えや

で，下刈作業という工程を完全に省いている。

牧野豊吉具体的には,造林木の成長に関係する苗木成長促進，
淵:I''::I淵湘I柵MMI::;MI糊柵柵職:淵:淵脇'!'8:(熊本営林局都城営林署）ならびに械牛抑制の各個別技術を組承合わせて2成長期

1仕I箪払IF 新施業体系

9

●
一

1．はじめに

造林木の育成に焦点をおき，苗木

の成長促進，雑草木の抑制について

の各個別技術を組承合わせ，その累

積成果を下刈省略という保育事業の

大幅節減に結びつける考えのもとに

（新造林技術体系の確立）試験計画

をたて，秋植，春植，階段造林区を

設定し追究を行なってきたので，そ

の経過をここに報告する。

なお，対象樹種はスギに限定し，

都城事業区86い，87ほにおいて実施

した。

2．調査結果と考察

（1）枝条存置区ば育林板区に匹敵

する効果を果たす一方，つる類の侵

樹柧

11112113114
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TSTIW

調二
成長期|JE21-1111213141516171819110
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輔英樹
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]伽”
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ｑ
Ｌ
Ｌ

Ｉ
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する効果を果たす一方，つる類の侵注（）内の数字は個別技術によって、省力を見込んだ年数で、
入が予想を上回り検討すべき点もあすなわち、省力年数合計は、4.5年となる。

るが,大苗の植栽時における衰弱はポット苗がカバーし，までに投入を終え，その成果をカバーする意味での8成

それが精英樹の特性とあいまって施肥の効果を高め成長長期目のL除伐と15成長期目の間伐を計画して保育作

を促進させており，個別技術の組合せによる相乗効果が業を終える体系である。なお，この施業体系の労力と経

認められ，累積効果という埜本的な期待は達成できた。費については，従来の体系と対比すると，労力45％,経

但）試験結果から下刈が省ける条件としては，造林木没'6％の節減が期待できる。

の樹高が3成長期後（3年目)2.2m,5成長期後(5本体系実践上の留意事項としては，

年目)4m必要とされる。普通施業林とはかなりの開き（ﾕ）植栽時の苗長が40cm以上で,3成長期経過後の

があるが，精英樹ク轌一ン造林実綴でゑると中位以下で造林木の樹高を2m以上確保する。

あり，しかも，これに施肥，ポット苗等の成長促進技術②競合植生の推移を把握して，それに対処するため

を組承合わせるならば，中庸地においてもある程度の安の個別技術を十分検討して組承入れる。

全度をもって達成は可能であり，下刈省略のヒントが得（3）適地，適木，適品種の厳選

られた。（4）つる類の処理は伐前が原則であるが，状況によっ

（3）競合植生の処理については，まず1～2成長期のては，2成長期目につる抜きを実施する。

草本類との競合が問題視されるが，この点については大（5）除伐時期ほ状態に応じて操作する。

苗と早期成長で対処し，順調な成長をたどるならば，実

験地の現況からも，造林木の成育阻害はないと考えられ

＝

。

1
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ローラー使用および

貯木場受入方式の

改善による

人工林材処理の

効率化について

下手美彦茎

''1（名古屋営林局下呂営林署）

勾配1

0
lbOOelIbbvQUHlIDG811DrRUMBEﾛ

古蜘ク｜龍静 槌,‘'1+4軽帆簡1M．

1°はじめに

「用途を生かした仕訳で有利販売」をモットーに，貯

木場機能について種々改善を試象たので報告する。

2．改善策の要点と成果

仕訳は人工林材だけで12種類にもなり，検知，仕訳，

記帳などに多大の時間と労力を要するので，金属製ロー

ラーを改良し人工林材専用仕訳盤台を考案作成し仕訳の

効率化を図った(図)◎その他検知もれや記帳誤り，仕訳

誤りなどの防止策（検知材に受入車別の色違いテー，プま

たは木材チョークの使用）を講じた。この結果，、

（1）処理功程は従来に比し16名節減と30％アップ

金属製戸一ラー使用人工林材

専用仕訳盤台見取図

②1人検知が可能

(3)記帳誤りをなくし，あわせてチェックが容易

(4)持場が確定し，安全性が向上

(5)．製品仕向別仕訳（12種類）が完全に定着

(6)小口極販売が可能(6m材は1樋平均6ms,3m

材は13m3,その他一般材でも22m3)

(7)人工林受入材の58％は柱材に，などの成果が得

られた。

４
－

や
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③作業方法別：普通植えよりは剰転施肥植えの方が

根曲率臆小さく，筋置地栫え。耕転施肥植えが猿憩小さ

く，無地椿え・普通植えが最も大きい。

3．対策

根曲りを少なくする作業方法としては，

（1）筋置地栫えの場合ば，苗木を置筋のすぐ上方に植

付けすること。根元の霞わりが埋まり固定する。

（2）植栽木のすぐ下方に雑木等を残しておくこと，雑

木が植栽木の根曲りを少なくする。

（3）耕転植栽とし大きく穴を掘ること，水平部が広く

なり根曲り防止ができ，また支持根の発育がよくなり根

曲りを少なくする。

（4）植栽時に施肥をすること，支持根の発育を促し根

部が早く地中に固定し，根曲りが防止される。

（5）植栽後1～2年目に，春期に根元の土を掘り回し

て根元にその土を寄せること，傾斜地の場合は，根元の

上方の土を下方に積幾重海ることにより根元部が固定さ

れ根曲りが防止される。

⑥急傾斜地の場合ば，耕転後水平部を広く山側の方

に斜植えすること，上方からの流出物に対する抵抗にた

えることができ根曲りが防止される。

ヒノキ根曲りの

発生原因について

三】

茨木健男

'柵M:M'職:I州1冊MIII::IIII州淵棚:IIIIMIIIII(高知営林局窪川営林署）

1．はじめに

当管内の人工林を象るに，短いもので20cmから長い

ものは1nlを越える根曲りがあり，林木の価値を低下せ

しめている。

そこで，根曲りの発生原因を明らかにし，今後の造林

事業に資する目的で調査したのでその経過を報告する。

2．調査結果

（1）傾斜別：傾斜が大きくなるほど根曲率は大きくな

るが，若齢の林木ほど根曲率が大きく，これが以後の成

長に大きく関係するものと思われる。

（2）斜面別：根曲率は上昇斜面が最も大きく，ついで

下降斜面が大きく，平衡斜面が最も小さい。

■

勺
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肉用牛の林内放牧による ii.地形の錯綜（採食にむらができる）一一可能な限

り牧柵で分画する。

iii.不実行（不採食）地への誘導一一牛歩道の作設

（刈払い)。

仁）被害の低減：踏付けの被害が大きく99％を占めて

いるが'成育には支障なく累積被害とはならなかった(追

跡調査の結果)。被害は樹高との関係が大きく，高くな

ると(50cmをピークとし）被害率を低下している。そ

こで，

i.陽光度60%以上を見究め，早めに牧区の移動が必

省力効果

下刈効果と

被害実験について

久司勝也ミ

蟻喜鰻総舅肉用牛）
岫
叩
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1．はじめに

当実験牧場において，昭和46年度

から肉用牛黒毛和種80頭を導入し，

林内放牧実験を行なってきたので，

その中から下刈効果と被害試験につ

いて報告する。

2．試験結果と考察

（1）下刈効果：下刈効果は牧区の

実験放牧の条件 ’ 省力効果
0

年度閻刈実蔦|放牧期間|髭識数|放牧強度計画人卦轆叫|省力人工 省力度
一

100％

一
一

46142&al7/2IU/221
471“4015/22§771

7,頭|ユ0
4511．5

250人 0人 250人

3915613351S@
（1）下刈効果：下刈効果は牧区の条件に左右され，傾要である。

斜度35.以上は歩行困難なため無理であり，水飲場からii,樹高では牛の目の下のものが被害が多く発生する
遠い箇所も効果は少ない。そこで， ので，下刈後年次を対象に放牧する。

i.牧区面積一群の大きさに合った面積とし過大に （3）省力効果：別表のとおり，放救の条件をコントロ

しない（15～20ha程度)。 －ルすることによって，かなりの効果が得られる。

□□口第19回林業技術コンテスト概要緬榊禰耐州柵洲;洲洲州M州洲柵MMI:;:::IIII;MIIIM:III:::I柵細細M細細細;柵:洲:洲細:朏細;:M，

調査は，植栽木の樹高，根元径および枝張について，

下刈方法別試験刈払時および当年の成長停止期に是れぞれ測定した。
3．考察

（'）樹高成長：成長率の高い方からならべると交互刈

袖口 功区,放置区，除草剤区,一方刈区,全刈区の順となった
が，注目すべきことは一方刈区と全刈区の数値が近似し

小田治平
ていることである。したがって，寒風害地帯や3，4年

'::職淵洲:洲州州(I州朏I州朏州（前橋営林局中之条営林署）
目の造林地には一方刈の方がよいといえる。

1．はじめに
（2）根元成長：根元成長の大きい方からならべると除

下刈労務の減少に主眼をおき，刈払方法および植栽木草剤区，全刈区，一方刈区，交互刈区，放置区の順とな
におよぼす影響について試験を行なってきたので報告すり，樹高成長とは逆に丁寧な下刈ほど成長率が大きい。
る。なお昨年ほ功程について報告したので，今回は植栽根元成長ほ次項の枝張りに大きく関係している。

木の成長経過を報告する。（3）枝張成長：枝張りは全刈区がいちばん大きく，次

2．試験設計いで除草剤区，一方刈区，放置刈となり，当然ながら側

試験地（管内唐操原国有林48そ内）を筋刈（一方刈，圧の少ない下刈方法がよい結果をあらわしている。した

交互刈）区，対照区として全刈区，放置区，除草剤区にがって，植栽’’2年目は全刈を施行し肥大成長をうな
区分した。このうち筋刈の方法および時期についてのべがし，3，4年目の下刈は一方刈なり交互刈に切りかえて

ると，一方刈は苗間の半分,傾斜の下側(植栽木の上側） も支障がないと考えられる。

を刈り払うもので,刈払高ば刈払部分の半分を樹高の1/3 （4）被害状況：一方刈，交互刈で問題となるのはカブ

以下，残りは1/2以下とする。交互刈は苗間の刈払い，リの除去である｡芯枯率が一方刈4％,交互刈6％となつ

刈残しとくり返すもので，一方刈同様カブリ除去を行なたのはカブリの除去が不完全なことによる。将来接触の

う。おそれのあるクマイチゴなどは当然刈払すべきである。

－32－
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に固定されていることから，機械の振動が直接背当シー

トに伝わるので，燃料タンクを切りはなして取付位置を

変更した。

（4）作業上バック運転，荷の引寄せ等後方に体をねじ

って確認することが多く，疲労度を高めているので，座

席に旋回を与え，かつレバー操作としたため体のねじり

による苦痛は解消された。また正対するときは自動的に

旋回軸がロックされ，座席も前後にスライドされるので

運転上の支障はない。

（5）運転席のスペースを広げるために，バッテリーは

座席の下に入れ，また燃料タンクは切りはなして薄型と

した。

以上の改善改良により運転室は相当のスペースを有

し,座席は回転式となり，運転環境は大幅に改善された。

今後蹴入時には，改造座席の装着を進める考えである

が，経費は次のように計算され割安となる。 円
CT35改造座席製作，取付没（タンク込)78,700

旧座席旧タンク減分（110,005）

差引（31,305）

N5改造座席製作，取付蟹（タンク込)78,700

旧座席旧タンク減分（82,600）

差引（3,900）

腰痛対策を目的とした

トラクター運転座席の

改良について
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杉 山実菫

柵柵:州洲M朏州柵柵職柵I州朏柵（旭川営林局作業課）

1°はじめに

腰痛症を防llzするため，運転座席（集運材用トラクタ

ー）の改良を試象たので報告する。

2．改善した事項

（'）シートの構造ばツヅミ型スプリング（径90mm,

高さ120mm)を16本並べその上に50mmのスポンジ

をおき振動を吸収する。表面はデラクール張りとする。

（2）背当ての高さを150mm高くし，上端がおおむね

腋の下のところまでくるようにする。それとともに，肘

かけを20mm高くしたのでシート全体が深くなり，上

体の保持が容易になったことから，疲労は軽減される。

（3）従来のものは座席の背当シートが後部燃料タンク

9

毛
一
室
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残っている（林辺部から30～50m)ことによろう。

（2）林齢別の被害率は1，2年生に多く，3年生以上

になると減少する。造林木の緑色部分が噛承切られる傾

向が多い。

（3）造林木の被害の位置は，20～40cmの範囲に多い。

仏）春植より，秋植の被害が大きい。これは，おそら

く植生が枯れ，野うさぎが餌に不足している時期に，秋

植の苗木が餌となったものと思われる。

（5）夏季の被害は概して少ない。

（6）沢通りに被害が大きい。

（7）地ごしらえ別では，群状地ごしら患の被害率が比

較的高い。

（8）防除効果は，刈残し法→忌避剤（アンレ系）法→

ささ立法の順であり，刈残し，忌避剤は被害防除に有効

だと思われる。

（9）胃内容物の分析結果でば，広葉樹の稚樹がよく採

食されているようである。捕盤時期が冬期であり，かつ

林分織成上幼I端スギ造林地が20％程度のところで捕護し

たものであることから，広調封を採食したものと承られ

るので，スギが採食される時期と場所を選んで再検討す

る必要がある。被害の防除を図るには，以上の点を考臘
に入れて対策をたてる必要があろう。

野うさぎの被害の現状と

その防除について

川村豊

伊藤恒雄

津谷貞雄

職::::捌職::職::::職::::州::::::::::::::::::::::::::照::(青森営林局深浦営林署）

1°はじめに

野うさぎの被害について，当署では昭和46年から昭和

48年の3カ年計画で，その実態を明らかにし適切な防除

方法を見出すべく調査ならびに試験を行なってきたの

で，その経過について中間報告する。

調査はスギ造林木について追良瀬山国有林34ろ外35箇

所で行ない，被害防除試験は東岩崎山国有林109い2内

(3.05ha),深浦山国有林55は内(4.55ha),広戸山国有

林48は内(0.10ha)に試験区を設けて実施中である。

2．調査結果と考察

0）被害率は林縁から40mの範囲が大きく，それ以上

になるとやや減少する傾向がある。これは野うさぎの好

んで生息する雑木林が，保護樹体，あるいは林縁として

一

F
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崩壊地実態調査よりみた

今後の森林施業

2．調査結果ならびに考察

調査結果から崩壊危険箇所と推察されるものは，

（1）基岩について歌ると

花崗岩，凝灰岩，粘板岩に崩壊が多く，とくに花崗岩

は崩壊しやすい傾向にある。

（2）地形について承ると

傾斜が急な箇所の尾根に近い下降斜面，傾斜変換点付

近で，しかも土壌の浅い箇所が崩壊しやすい。

（3）林齢についてみると

植栽後（伐採後）ほぼ’0年以下の林地に崩壊の危険

性が多い。

以上のことから今後の森林施業について考えられるこ

とは，林野庁が公表した「国有林における新たな森林施

業」を実地に反映することにあるが，

（4）伐採については

大面稜伐採をさけ，できるかぎり分散させる。

6）崩壊危険箇所については，皆伐をさける。

（，保護樹帯の設置

林地保全のため尾根筋等については，積極的に保護樹

帯を設置する。その幅は30～50mとし，できるだけ多

くの樹種を混交させる。

ーや

松 田隆彦薑

:::淵州淵洲"III:::;IIII:1111;:IMI;;IMM:IIIIIM':(大阪営林局福山営林署）

1°はじめに

昭和47年7月の豪雨によってもたらされた被害を契機

に，過去の施業に対する反省と今後の森林施業のあり方

について検討するために，崩壊地の実態調査を行なった

のでその経過を報告する。

調査対象箇所ほ，崩壊の多い総領町鈩原山，神石町京

山，明現山，協和町唐松山の各国有林で，1箇所100㎡

以上の崩壊地を調査の対象とした。

当管内の北部地方の降雨量は，昭和47.7.9～13日の5

日間に460～500mmを記録し，管内崩壊地の約70%はこ

の地域内で発生した。蚕た基岩は花崗岩を母材とした箇

所に60％が集中している。

＆
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50～70%刈りを採用していたが，試験区は40%刈り，

対照区は70％刈りとした。B.植付作業自署産4年生

苗木を使用，植込間隔は0.8m,巣の中心間隔2.7mと

した。ha当たり740巣,3,000本擬C.下刈作業4

本巣植の下刈りは，群間はほどほどに刈払い。2回刈り

の場合，1回目は4本群の象を刈払い，2回目で全般に

わたり刈払いをした。

3．成長比較ならびに巣植造林の利点

植付実行8年後の上長成長は一般造林法に比較し23

cm増となり，枯損率は19.5%の減であった。以上の調

査結果から，4本巣植造林朧①地栫え，植付下刈作業等

の省力化，②生産量が大きく成績良好，③補植の必要が

少なく，諸害に強く，幼齢期の成育が安定，④巣植造林

木の内側枝は一般に細く，落枝も早いので材質に好影響

をもたらすと考えられる。⑤施肥作業を効率的に行なえ

るなど多くの利点をもっていることがわかった。

省力造林について

嶋守敏春

幅田義雄

IIWIIIIWIIIMIMIIII88:BHRHEEBII8::":::::職職朏:（札幌営林局上芦別営林署）

1．はじめに

地持え，植付および下刈作業等の作業仕紐を改善し，

有効適切な造林投資により優良造林地を造成する目的

で，一般に採用されている造林作業方法と4本巣植造林

による地持え，植付け，下刈作業方法との比較および植

付後8年間の作業経過とその成績を調査した。調査地は

上芦別事業区373林班で，植栽前の地床植生はクマイザ

サが優占しており，保残木,保護木が合わせて1ha当た

り約40m8保残していた。試験区(4.32ha)と対照区

（7.12ha)とを設け比較調査を行なった。

2．各作業仕様

A.地栫作業当時一般には筋刈地栫作業の刈払率は
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も国土保全（治山治水など）も，自然保護の中の重要な

分野である，というとらえ方が正しいとしている。

施業法として，択伐作業や二段林作業が経済効果と自

然保護を結びつける最良の方法とはいいきれないが，こ

れまでに存在した技術の中ではすぐれているとしながら

も，〃この木を伐って，あの木は残す〃といった技術面が

先行しすぎ，そうすることが森林全体にどのような影響

を与えていくか，ということが具体的に理解されていな

いとしている。

そのほかに除草剤や生物防除等と自然保護との関係に

ついても，その限界をめぐって論じている。

自然保護と林業

今
一
、
《

高田勝

現代林業No.851973年7月P32～37

自然保護という言葉が安易にムードで語られている

が，これは〃保護〃とは保ち，護ってやるという，人間

が〃自然〃に対して上位にあるというこれまでの思い上

がった過信から生まれたものであるとし，すなわち護ら

れるべきなのはわれわれ人間であって，そのために自然

をうまく利用すべきであるとしている6したがって，

「人間保護のための自然管理の方法」こそが，いわれる

ところの自然保護の真の目的だと定義している。

林業と自然保誰の接点をゑるに，現状では森林を経済

的機能と公益的機能の二つに大別し，①自然保護を公益

的機能の承に結びつけてとらえようとしている。②林業

人は自然の与え手であり，都会人がその受け手であると

いう見方がいつの間にか双方の間に横たわっている。③

国土保全が自然保謹と対等に考えられがちである。森林

を経済的，公益的両機能に分類することは間違いではな

いにしても，あまり意味のないことであるのに，この両

機能をあたかも敵対するものであるかのような見方が一

般的である。これは前述の〃林業人は自然の与え手であ

り，都会人がその受け手である〃といったムードの中に

問題があり，都会人からすれば伐採や林道の作設ほ破壊

行為であり，林業人にとっては生活上の問題としてさし

迫ったものであるので，仕方なく無理やりに経済的機能

と公益的機能の両方をもちだして，弁明これ努めている

のではないかと。要するに〃いかなる森林も大小の差こ

そあれ，まず公益的機能をもつ。その中からこそいかに

効率的に経済的機能を確立させていくか〃というところ

に，林業の基本姿勢があり，新しい林業技術が求められ

るのだとしている。また国土保全と自然保護とを，あた

かも別倉の性格のものとしてとらえがちであるが，野生

の鳥獣や植物の保護（従来これらを自然保護と呼んだ）

林地除草剤による萠芽抑制

県林試清水良郎

林業山口No.1141973年6月P5～7

一般に広葉樹の伐跡地では，大部分の切り株が萠芽し

て造林木の成長を妨げるが，その一部は下刈りが終わっ

た後でも生き残って除伐作業が必要となる。そこで，こ

の切り株を造林の当初に林地除草剤で処理し，萠芽を抑

えておこうという試験の経過報告である。

用いた薬剤は「スルファミン酸塩除草剤」（実用薬剤

としてはスルファミン酸アンモソ）で，この除草剤は抑

制効果が大きく確実であり，人畜，魚類などに安全，土

中での分解が早く，造林木にとって安全であり，経費が

安いなどの利点がある。

処理の方法としては，伐採後10日以内の施剤が効果的

であり（植栽3カ月前が安全)，その施用量は切株直径

1cm当たり2グラム程度で,ha当たりの散布量憾普通

の広葉樹伐跡地で80kg前後が必要，薬剤は切り株のま

わりの部分，樹皮のすぐ内側に多くなるようにドーナツ

状にふりかけるとともに’一部を切口より下の樹皮や根

張りの部分にもかける。

抑制効果としては，ほとんどの広葉樹に有効である

＝

旬
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が，とくにツツジ類，シイ，アセピ,サクラ類，ジデ類

ネム，ツパキ，ソヨゴ，ヌルデ，エゴノキなどに効果が

ある○処理後1年目は刈払いの要はないが，3年目でも

なお抑制効果のあるものもみられる。

労務と経費については，平均的林地で労力はおおむね

ha当たり三人役（婦女子で可）で，経費は薬剤80kg分

(ha当たり）の代金と婦人労務費三人分で16,500円程

度である。

従来の造林方法と比べて，余分の出磯となるが，処理

後2～3年間の下刈りの軽減，雑草類への変化により刈

払いが容易となり，また除伐作業を不要または軽減する

など，十分引き合うものであるとしている。

ヘリコプターによる運材

高島秀雄

山形県・林務だよりN0.1971973年7月P9

相場に合わせた短期搬出にヘリを採用した山形市の村

井材木店の実行例を紹介したものである。

地利的に不便な箇所であり，かつ雪が少なくソリ搬出

ができない状況にあったが，木材相場高騰の折柄すみや

か腱搬出するためにヘリを利用したものである。ヘリは

東邦航空のLA･MA･J9081で，総石数は550石（素

材)，一回の運搬量は1トン（3～4石）で，その片道

距離3.6kmを5日間で擬出完了した。

所要経費は，空輸費，運送費，副資材運搬費，諸経費

などでmS当たり17j600円と高くついたが,従来の方法

ではこのような短期間では工場へ搬入できなかったとい

う。

この方法は，市場価格に合わせて短期搬出が可能とい

うところに特色があるが，1,000石以上の山であれば採

算上引き合うとしており，さらに協業を考えるならば，

大いに開発すべき運材方法であるとしている。

私の野兎防除法

佐藤光蔵

林業新潟No.2461973年7月P11

造林木が兎害にあうのは，消雪期に，ほかの草木がま

だ雪の中にあるのに，造林木だけ早く頭をだすためだと

の経験から，思い切って造林木を倒してみることを考え

実行したという。

その方法は,植付け直後に造林木に土の固まりをのせ，

横に（斜面と直面に）倒しておくのであるが，ほとんど

被害はなく，成長への影響もなく，さらに次のような利

点があったという。①横に倒しておくことで，雪による

根抜けや折れの雪害が防止される。②秋募れの寒風害が

さけられ枯損が少ない。③春先に土の固まりを造林木の

根元下方に移すことによって支持根の発達を促し，成長

が促進される。

野兎駆除が根本的な対策としても，差し当たりの防除

方法として有効であるとしている。

森林路網の充実による

天然林施業の実践(1)

林野庁鈴木一成

機械化林業No.2361973年7月P6～20

合自然的な森林施業法を森林路網の充実により追求し

事業化しつつある札幌営林局での事例の紹介である。

昭和44年から定山渓署管内の製品生産団地(約6,000

ha),夕張署管内の立木販売団地（約6,000ha),昭和46

年から製品生産団地と立木販売団地をともに擁する厚賀

署管内の約1,400haを対象として，高密路網を基盤とし

た天然林施業地として選定し，実行に移してきた。

本号においては，そのうち，1．施業地の設定経緯と

その概況，2．路網開設の方法，について述べられ，以

下次号において，3．路網密度と経饗，4．選木と実行，

5．施業地の効果，6．森林施業の方向，について紹介さ

れることになっている。

○飯塚六郎：チェーンソー作業の新しい訓練システム

山林No.10701973年7月P56～63

○川路三郎：林道の施工と自然保護

スリーエムマガジンN0.1481973年7月

P10～16

□□□
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■小笠原試験地の概況調査

成績について（調査部資料）

林業試験場調査部昭47.10B5版46P

本資料のおもなる目次ほつぎのとおり

I植生

1．小笠原試験地の樹木

2．コーヒー山付近の植生

I土壌

1．コーヒー山の土壌

2．清瀬付近の土壌、

I鳥獣

1．父島，母島で観察した鳥類相

2．鳥類以外の動物について

3．鳥類等の生息環境

4．父島の森林階層と鳥類相

5．コーヒー山における鳥類誘致について

■業務記録第3号

農林省関東林木育種場長野支場

1973年3月B5版155P

この記録は，昭和44～46年度の事業概要をとりまと

めたものである。

l育種場の概要

1．用地使用の現況

2．事業の概要

1l次代検定林，試験検定林，遺伝子保存林

Ⅲ調査，資料，報告

1．カラマツ採種園の花芽分化の推移と結実状況

2．カラマツハダニの発生密度調査について

3．カラマツの花粉飛散調査

4．カラマツの花粉採取

5．カラマツ開花結実促進試験

6．カラマツ交配技術の改善に関する研究

7．カラマツ着花結実習性に関する調査

8．カラマツ幼令木における施肥と花芽分化の促進

について

※ここに紹介する資料は市販されないものですb発行先へ

頒布方を依頼するか，配付先でご覧下さるようお願いいた

します。

9．カラマツ自然交雑苗の早期検出について

10．カラマツ精英樹クローンの落葉病罹病状況につ

いて

11．カラマツ落葉病抵抗性の遺伝様式の解明に関す

る研究

,2．カラマツクローン集積園における樹高成長量の

比較

13．アカマツの育種効果推定のための共同試験

14.1､ウヒ属のエゾマツカサアブラ抵抗性個体に関

する研究

15．マツバノタマバエの抵抗性育種に関する研究

,6．ウラジロモミ．シラベ採種園における花芽分化

の年度別推定

17．カラマツ花粉抽出器について

18．カラマツ自然交雑苗の育苗

,9．カラーマツの結実促進（ワグヲーーポツ卜による根

切りの効果）

20．アカマツの〃承どりつぎ〃について

2'、苗畑および採種園の土壌検定について

22．アカマツ精英樹オープン苗展示林の現況

23．遺伝子保存林の現況調査

24．育種母材料の収集と保存について

（配付先各営林局,都道府県林木育種場同林試）

○○○

一､-ヘーゾーヘ/～☆お詑ぴ☆へ戸一一頁←一一一

先月号(No.377)は，一部の方々 に乱丁の会誌をお

届けしてしまいましたことをお詫び申し上げます。

なお乱丁の会誌をおもちの方はご返送下されば，お

取替えいたします。

､一一一一一一
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皇部品を蕊め定きてintegratedcircuit)W'tX"'¥ZJX_ZA_E"~ZZW~":amg､.M5,iX-それを電瀧でつなぎﾉ鳥ﾝ，ダづけを言IC（集積回路integratedcircuit）言呂

＝

＝

ニ

してやった＄のでした。その後，配線図が銅で印刷さ皇
＝

言最近の卓上電子計算機業界の競争はまことに激しれたプラスチック板のうえに部品をくっつけるプリンー三
三 ＝

言く，電卓の小型化・低廉化は止まるところを知らないト配線方式が開発され，さらにガラスや磁器の基板の皇
言

三ような勢いです。このような現象を生んだもとは,米上に半導体や絶縁物質などを薄膜のかた､らではりつけ言
皇国のｱボﾛ計画にあるのだそうです｡アポロ計画は電て部品の機能をもたせ,これをさらに薄膜の導線で連冒
皇子科学技術の総力を結集して電子回路の小型化.量産結して回路を作ることが始まり(Solidcircuit),さら三
三 ＝

菫化技術を開発しました。IC技術はその大きな成果なに一歩進んで基板を半導体物質（シリコン単結晶）でき

言のですが,アポ厚計画の念漣な縮小によってせっかく作り,これに各種鋤ﾛｴをほどこして,その基板の各亨
臺の技術のはけ口がなくなり，わが国の電卓産業にどっ部分をそれぞれ回路素子の作用をさせ，全体がひとつ言

＝

三となだれこんだというわけですbの回路として機能することができるようにしたものが三
三

三

:Icとば'多くの回路素子がひとつの基板内に分離集積回路です｡つまりある機能をもった回路自身が豆言
言不能の状態に結合されているもの,､2mm角くらいの粒大の部品のような形態をとるにいたったのです。’三
三 言

耆小片のなかに数十の部品に相当するものを結集して作cの特徴は，多量生産方式で安く作れる，接続点が少三
三 ＝

皇った回路です。なくなって信頼性が高い'超小型化が可能である等の言
曼ひところアマチュアがラジオを組承立てる時，トラ多くの利点をもっている代わりに，超高度の精密加工三
三 言
ミソジスターやダイオード・抵抗・コンデンサーなどの技術を要求することです。二
三 ＝
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あ
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で
し
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か
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？

Ⅱ
Ⅱ
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本
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に
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も
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魅
力
は
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
１
？

☆
日
本
の
山
に
世
界
中
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森
林
を
造
っ
て
い
た
だ
け
る
と
信
じ
、
楽
し
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に
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て
い
た
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顔
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象
の
人
が
少
な
く
な
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不
安
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不
安
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が
あ
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ま
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こ
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ま
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で
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１
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☆
面
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い
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で
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馴
染
み
の
人
ほ
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
淋
し
い
ど
こ
ろ
か
か

え
っ
て
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
派
手
な
格
好
の
人
た
ち
が
自
動
車
で
沢
山
来
て

く
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
人
が
来
な
い
時
が
あ
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
か
ら
、
可
笑
し
い
で
す
ネ
。

Ⅱ
Ⅱ
で
も
、
こ
の
派
手
な
人
た
ち
が
、
馴
染
熟
の
人
た
ち
に
代
わ
っ
て
、
日
本
の

山
に
世
界
中
で
秀
れ
た
森
林
を
造
っ
て
く
れ
る
と
、
信
じ
て
い
て
良
い
の
で
し
ょ

う
か
１
？

☆
や
は
り
、
日
本
の
山
が
世
界
中
で
秀
れ
た
森
称
に
な
っ
て
、
本
当
に
立
派
な
山
林

だ
と
心
か
ら
評
価
し
て
く
れ
る
人
が
、
少
人
数
で
良
い
か
ら
来
て
く
れ
る
方
が
嬉

し
い
の
で
す
。

Ⅱ
Ⅱ
こ
ん
な
こ
と
を
い
う
の
は
、
外
材
時
代
に
は
、
ひ
が
承
に
聞
こ
え
ま
す
か
１
？

☆
何
ん
で
も
、
こ
の
ご
ろ
は
獣
や
鳥
が
沢
山
凌
盈
い
る
山
が
立
派
な
山
で
、
そ
ん
な

山
に
す
る
た
め
に
顔
馴
染
象
の
人
た
ち
で
臆
な
し
に
、
山
に
獣
や
鳥
を
一
杯
住
ま

わ
せ
る
こ
と
に
熱
心
な
人
た
ち
に
、
日
本
の
山
を
ま
か
せ
よ
う
と
い
う
意
見
が
強

く
な
っ
て
、
顔
馴
染
象
の
人
の
中
に
は
、
こ
の
意
見
に
同
調
す
る
人
も
い
る
そ
う

で
す
が
。

Ⅱ
Ⅱ
世
界
中
で
秀
れ
た
森
林
を
造
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
１
？

☆
近
ご
ろ
、
本
当
に
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
か
、
俺
を
信
じ
ろ
、
必
ず
日
本

の
山
に
世
界
中
で
秀
れ
た
森
林
を
造
り
、
日
本
の
誇
り
に
し
て
見
せ
る
と
い
う
人

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
－
？

い
ま
す
よ
ネ
、
信
じ
て
良
い
の
で
す
ネ
！

（
Ｍ
・
Ｎ
）

陸

＆

凸
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仁山火事予知ボｽﾀｰ標語および図案募集の結果についてぐ

本誌で募集いたしました標記に関しましては多大のご協力をいただきましてありがとうございました。

おかげさまで標語図案とも全国各地より多数のご応募があり選考の結果下記の通り採用作品を決定致

しました。

P山火事予知ボスター標語入選作

一等なくせ山火事たやすなゑどり

北海道平取町岩知志小学校6年佐燕木浩文

二等承んなの木1人のあやまち灰になる

青森県下北郡川内町宿野部中学校3年

笹原寿子

焼くな育つに五十年

大阪市東区法円坂町6-20大阪営林局作業課

矢野晴美

佳作防ごう山火事育てよう日本の木

旭川市南1条21丁目昔農のり子

出すな出すまい燃すまい未来を作る愛の森

北海道上川郡下川町共栄町伊藤勝行

ちょっとした油断が緑の山を焼く

〃 〃

あなたの注意！それが火事から山護る

旭川市8条西3丁目工藤いはほ

それそれ！その不始末が山を焼く

〃工藤伊勢子

広げる緑化防げる山火

秋田市中通5-9-16秋田営林局計画課

秩父直史

燃やすまい未来の森を灰にする

北海道上川郡下川町共栄町伊藤勝行

山火事恐い一瞬緑を灰にする

〃 "

燃すまい緑はすぐに育たない

長野県飯山市大字飯山2,225清水輝芳

火の手から守り育てたこの緑

〃 〃

山造り一生山火事一瞬

消したか見たか火のしまつ

〃〃〃谷終三

山道ではタバコ，マッチやめましょう

〃1ノ〃松野繁昭

タバコのすいがらなげるな「おじさん」

北海道沙流郡平取町岩知志小学校2年

樫野正裕

ゑんなで守ろう承どりの山を

〃〃4年川上千秋

もやすなゑどりはゑんなのもの

〃〃〃川上奈緒美

山のみどりを大切に，山はみんなのたからもの

〃〃5年川上えり子

承どりの国土は日本の国土

〃 〃〃〃

火から守れみどりの山は，率んなのもの

〃〃〃伊藤浩二

小さな火，大きな山をやきつくす

〃〃6年白川一美

そのたばこどこにすてるのそこの人

〃〃〃栗本美香

けしわすれ，あっというまに火のほのお

〃 〃〃〃

し山火事予知ボスター図案入選作

一等杉田溝美愛知県西尾市西野町小学校4年

二等山田由美子〃4年

吉原雅典広島県呉市阿賀小学校5年

佳作佐藤健治愛知県西尾市西野町小学校6年

鍵山真由美〃〃

榊原恵美子〃〃

宮地正史〃〃

稲垣康志〃4年

石川まみ〃〃

松井清美〃〃

荒川浩一〃〃

浅井弘美〃5年

小久江昭雅〃〃

阪部由美〃〃

広本瑞恵広島県呉市阿賀小学校5年

玉山浩美〃〃

r

d■
■P

師

＝ ユ

雪

旬
１

今

品 川区平塚1－6－7若葉寮大内田実

たった1人の不注意がゑんなの緑を灰にする

長野県木曽郡王滝村中越和木孝夫

山火事に注意して緑の自然を守りましょう

青森県下北郡川内町宿野部小学校5年

久保田光昭

タバコを拾てたらふ承つぶせ

〃〃6年橋本易子

自然美を赤く燃やすないつまでも

部中学校3年福島美代子宿野

－39－



◎日林協草津寮をご利用下さい！協会のうごき

◎会館建設について

8月28日午後3時より東京都千代田区六番町7本会

の会館建設予定地において，福森理事長，小田専務理

事，堀常務，その他関係者参席のもとに地鎮祭を行な
った。

◎支部連合会の開催

日林協東北支部連合会総会，奥羽支部連合会の合同

総会が8月31日9時30分より仙台市勾当会館において

開催され，本会より小田専務理率が出席した。

』

5

草津の秋.／これからがすばらしいのです。

モミジやナナカマドの紅葉，自根山までの車窓からは

空が澄んでいる時などは，富士山が遠く浮かんで見えま

す。日林協草津寮は，白根山のふもと，冬はスキー客で

にぎわう天狗山の下にあります。

宿泊料（1泊2食付）

協会職員ならびに家族1,200円

その他一般1,500円

子供の料金6～12才大人の半額

12才以上大人の料金と同じ

その他詳細は総務課へお問い合わせ下さい。

一
）、坂口顧問の海外旅行

本会坂口顧問は，全国林業改良普及協会の委嘱によ

り，8月28日から9月15日までの予定で，カナダ，ア

メリカ合衆国へ研修指導旅行中である。

し森林航測編集委員会q

8月7日（火）東京都千代田区六番町主婦会館に
おいて開催

出席者：小野，北川，西尾，日置，正木，持田の各

委員と，本会から，渡辺，成松，八木沢，福井，杉山

し編集室から。γ雪?蹴鞠鷲寛
が出た.ﾉといってば天変地異の前兆では？と騒いだ暑い

夏も終わりに近づき，もうすぐ50回目の9月1日がめぐ

って来る。大地震60年周期説からするといよいよ危険期

に入るというわけで，ヘビもキノコもアヵl､ンポも騒ぎ

の種となってしまう。一部ではいまにも大地震に襲われ

ると思い込んでいる人もあるという話で，新聞なども用

意おさおさ怠りない人たちのものものしい準備ぶりを紹

介したりしている。

不時の備えというものは，常日ごろから心掛けている

べきものなのだろうが，私のようなグータラ人間にはな

かなかできることではない。わが家に地下室を掘って，

アリのように食糧を貯め込んでおいたとしても，50年前

のように真昼間にヤラレたら，まずは東京の灰と化す可

能性が圧倒的に高いから，そこまでやる気はしない。そ

れこそ天命とあきらめざるをえないのではなかろうか。

死にたくなかったら仕事をやめて関東平野から脱出する

しか道はないのだが卿これは，もともとできない相談だ

から。

こう考えて来ると我が身のはかなさを思い知るのだ

が，戦盈競をとしているよりはノホホンとしている方が

幸せかもしれない。60年周期の地震なんて，地球の生成

この方へて来た変動に比べると，今日の晴が明日は雨に

なるようなものと考えられる。20年ぶりでカリフォルニ

ヤに雪が降ったの，西アフリカの何10年かぶりの旱舷だ

のもその類で別に騒ぐこともないと，エコロジカルなも

のの見かたをするとこういうことになるのではなかろう

か。（八木沢）

唾

卓

卜

昭和48年9月10日発行

林業技術第378号

編集発行人福森友久

印刷所合同印刷株式会社
－

発行所社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7（郵便番号102）

砥階(261>5281(代)~5
網鎖室（261）3412
（援蕃東京60448番）
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’●
カ
ラ
ー
口
絵
挿
入
、
図
解
・
写
真
も
豊
富
で
立
体
的
な
解
説

●
問
題
の
公
害
と
樹
木
に
つ
い
て
全
面
的
に
改
訂
し
ま
し
た

●
農
薬
の
使
用
も
新
基
準
に
適
用
し
た
生
き
た
実
用
書
で
す

鱒
高
度
な
内
容
を
明
解
に
、
各
樹
木
別
に
説
明
し
て
い
ま
す

轡
辞
書
の
よ
う
に
豊
富
な
、
便
利
で
ユ
ニ
ー
ク
な
必
備
害
で
す

■
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
共

植
物
病
理
学
農
学
博
士
伊
藤
一
雄

植
物
病
理
学
農
学
博
士
河
村
貞
之
助

昆
虫
学
農
学
博
士
藍
野
祐
久

昆
虫
学
農
学
博
士
野
村
健
一

Ａ
５
判
・
４
１
８
ぺ
ｌ
ジ
定
価
２
，
０
０
０
円

樹
木
の
診
断
と
敏
速
な
処
置
に
關
蕊
鳶
罐
届
轍
木
の
病
害
塞
懲
鐙

改
訂
庭
木
●
花
木
の
病
気
と
害
虫

一
一
一

弓
１
色
ロ
０
◆

灘 》砿燕郷溌 驚織驚繍鐵議鎚識Ｆ
Ｌ

樹
木
の
生
産
者
か
ら
、
一
般
園
芸
家
ま
で
の
新
実
際
書
定
価
１
，
２
０
０
円

増
刷
第
２
版
／
，
醍
朧
釧
韮
唾
撒
肺
唖
膿
蝋
で
磁
縦
撒
繩
皿
葎
所
棚
昧
認
酎
鯏
鍾
似

植
木
の
生
産
に
２
色
図
解
の
実
用
的
な
ふ
や
し
方
百
科
定
価
１
，
２
０
０
円

増
刷
第
３
版
／
・
燗
罐
麺
砺
華
隷
臘
甥
献
艫
銅
洲
凱
陛
荷
幸
救
愉
鑑
転
蠅
馴
が
海

図
解
植
木
の
仕
立
て
方

図
解
植
木
の
ふ
や
し
方

お

０
Ｂ
ｒ

樹
木
を
扱
う
技
術
者
、
植
木
の
愛
好
家
の
方
が
、
被
害

を
診
断
し
、
敏
速
に
防
除
処
置
を
と
る
た
め
に
、
診
断

の
手
が
か
り
を
見
つ
け
る
手
引
書
で
す
。
庭
木
、
公
園

樹
、
街
路
樹
の
全
て
を
樹
木
別
に
と
り
あ
げ
て
病
害
虫

の
種
類
や
特
徴
、
防
除
法
な
ど
を
細
か
く
説
明
、
土
の

消
毒
、
農
薬
の
扱
い
方
、
天
敵
、
防
除
器
具
ま
で
総
合

的
に
解
説
し
て
い
ま
す
。
現
在
問
題
の
公
害
と
樹
木
に

ま
で
ふ
れ
た
、
樹
木
の
関
係
者
な
ら
必
備
の
書
で
す
。

Ｇ
Ｂ
■
■
■
０
８
■
■
■
。
▲
■
■
Ｂ
■
＆
■
印
可
ｑ
▽
日
■
晴
ｑ
７
ｌ
ｌ
Ｂ
＆
せ
〃
●
Ｉ
ｇ
Ｏ
な
●
Ｂ
ｒ
凸
■
■
Ｂ
ｒ
凸
凸
■
ロ
ー
■
■
■
日
■
ｌ
ｊ
６
０
ｐ
幻
０
１
９
‘
ｂ
ｑ
０
４
１

潭
弘
ｎ
で
も
０
ｑ
、
Ｄ
ｒ
邸

好
評
発
売
中
ノ

●

｜
’ ’
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》
｜
林
道
の
軌
跡
と
展
開

底1日｜”

一
頚
鋒
蕊
蝿
篝
カ
ラ
マ
ツ
材
の
需
給
構
造

Ａ
五
判
加
頁
価
一
、
二
○
○
円

》
わ
か
り
や
す
い
Ｋ
Ｊ
法
の
手
び
き

証
林
業
講
習
所
監
修
Ａ
五
判
伽
頁
価
六
○
○
円

一
林
野
庁
計
画
課
編
立
木
幹
材
積
表

雍
Ｂ
六
判
測
頁
価
九
○
○
円

一
森
林
風
致
と
レ
ク
リ
エ

佐
藤
彌
太
郎
先
生
記
念
刊
行
会
編
／
Ａ
五
箱
入
珊
頁
余
／
価
二
千
円
・
送
一
四
○
円

森
Ａ
・
Ｃ
・
ウ
ォ
ー
レ
ル
原
著
／
松
島
良
雄
・
小
沢
今
朝
芳
訳

写
真
と
図
で
学
ぶ
作
業
の
や
り
方

図
説
造
林
技
術
造
菱
霧
鑿
編
謹
蝋
鯵
価
千
円

杉
と
と
も
に
〔
限
定
出
版
】
《密

佐
藤
彌
太
郎
先
生
著
作
・
書
簡

本
書
は
故
佐
藤
先
生
の
林
業
・
教
育
の
実
践
的
研
究
脇
丈
や
実
地
踏
査
に
よ
る
見
解
等
函

を
、
京
大
お
よ
び
日
本
林
業
同
友
会
の
方
を
に
よ
っ
る
。
雷

繍
繍
》
鵜
懲

【
内
容
概
略
】
第
一
部
は
、
未
刊
の
研
究
論
文
お
よ

こ
部
は
、
先
生
独
得
の
宗
教
教
育
観
六
縞
／
第
三

学
・
民
界
に
お
け
る
多
く
の
入
念
へ
の
手
紙
に
よ
る

等
三
十
四
通
を
選
び
集
録
。

一林業経営双書一

鈴
木

赤
井

田
中
純
一
箸
林
政
策
原
論
雄
霧
識
○
円

本
書
は
米
国
｝
－
－
ル
大
学
（
森
林
政
策
担
当
）
の
ウ
オ
ー
レ
ル
教
授
近
著
の
訳
で
、
人

盈
と
森
林
と
の
関
係
Ⅱ
森
林
環
境
政
策
形
成
の
原
理
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
実
際
に
政

英
夫
箸

策
問
題
を
処
理
さ
れ
て
い
る
方
盈
や
森
林
政
策
を
専
攻
の
学
徒
に
と
っ
て
必
読
の
書

喬
著

木
材
需
給
の
動
向
と
展
望
〔
第
二
集
〕
価
捌
円

１
１
木
材
市
場
の
今
後
を
示
唆
し
た
書
１
１

日
本
の
林
業
賃
金
〔
第
五
集
〕
価
剛
円

林
道
の
機
能
と
林
道
事
業
〔
第
七
集
〕
価
Ⅷ
円

Ｉ
Ｉ
特
に
林
道
の
公
道
的
性
格
の
機
能
に
つ
い
て
Ｉ

１
１
シ
ヨ
ン

ふ
い
仙
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〒162東京都新宿区
市谷本村町28
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日本朴業調査会
電話(269)3911番
振替東京98120番

七5001210
○頁○頁
○○
円円 【第1,3,4,6集絶掴

I漣■言宕 一年'笠一室■ 一一一一‘■~一＊Jm-PD.a寺西厚bnb氏一｡〒~▼ー函”一一匿一一計一F合一←詞一 …垂一一一一 再匡●ユヨ

新 刊紹介〃

、1973年版林業統計要覧

B6判230頁ビニール表紙定価700円（〒実費）

本書朧林野庁監修の下に毎年発刊され，別記内容の示す如く現下の林業，木材界の最

新の統計を網羅し，携帯至便，広汎な御利用を頂いております。

最近の国土緑化，自然環境保護或は内，外材の異常な動向等に対処する関係者各位の

執務参考書として最適であります。

主な内容1．森林資源2．造林および森林被害3．林産物生産および林道4．林

産物の需給5．木材工業6．林業経営および労働7．治山8．財政投資および金融

9．森林組合10．研究普及11．外国の林業12．その他

、林業統計要覧時系列版

本書は前掲の林業統計要覧の累年版とも云えるもので各表とも10年～10数年の動き

を累積表として適格に把握出来るものとし，これが装釘（ビニール表紙)大さ(B6判）

等は統計要覧に準じます。定価は1部600円（〒実費）で御座います。
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驚圃林野弘済会発行所

振替口座東京195785番



図面の面積を測るときプラニメーターが便利です
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読取りや差引き計算の必婆があI)ません。

直進式-Lineartype－極針がないので瞳】而上に識いただけで使えます。促大図而の測

定も一度で済みます。
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測定長が伸びるジュラルミン製のスマートな怖尺

NO.9D･････……･･･……'90p7叩まで=Y7,500

N0．13，…………･'･130.,"雄で;=Y8.800

コンドルT-22
牛方式双祝典体娩

2人が同11Wに同じ写真像をMjMIIできエす．

Y270，000

|皿牛方商畳 東京都大田区千鳥2-12-7★詫名ご肥入の上カタログご購求〈だきL，
TEL(750)0242代表〒l45

QI症nk画ta



昭
和
四
十
八
年
九
月
十
脚
発

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
ｎ
輔
三
樋
郵
便
物
隠
痂
（
雄
月
一
Ｍ
十
旧
発
行
）

林
業
技
術
第
三
七
八
号

●写真部門●

〃達写真､地図第二原図､その他あら',る騨

●製造部門●

{II縮のないJﾘ加ない､粘度の高い製図用ブイ

●機器部門●

而積測定器､デジタルカラー解折装溌
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牢かさず／殺さず/除草剤？

「 ＊ササ・ススキ（カヤ）の抑制除草剤

粒剤4．粒剤10・液剤30林野の除草に
◎毒性が極めて低く、爆発､火災などの危険性がない安全な薬剤

◎ササ・ススキにすぐれた抑制～枯殺効果

◎植栽木に対する薬需の心配がない

◎秋一ササススキの出芽初期が散布適期ですので農閑期に散布

できる

◎遅効性で環境を急激に変え寸雑草木の繁茂を抑える
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